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日 本 建 築 協 会 創 立 三 十 五 年 記 念 事 業

新 時 代 の J I¥住 宅 設 計 図 案 懸 賞 集 規 程

1. H 計 の 要 旨

戦後民主生活の普及により 、我々の住生活も相当改変

されるに到った、 本会は誌において、新時代に即応した

小 住宅の設計図案を下記により募集する。その設計は、

生活様式の刷新を図ると共 に 、資材の活用、簡易構造 η

工 夫、及び建築設の低滋 を言十るも の とし、本募集に当選

したも のは これを実 施 して展覧する意 図をもつものであ

るか ら、少 くもモデルハウ ス的 な価値をもつ ものでなけ

れ ば ならない。

2. 慮 ; & 殴 計 要 件

〈イ コ敷地の大きさは 100 野以内にて、その位置、形 状

方位、道路 、隣地との関係など任意に想定すること 、

何れの地に於いても建築基準法の適用を受くるものと

す る。

〈ロ) 住宅は延面積15坪 乃 至20坪 とする〈憎層は自由と

す る〉

ゃ っ 所要室 、任意 とするも、特に家事室に対し、考慮、

すること。

〈ニ〉様式 ・構 造 ・材糾 ・任 意 とするも資討の活用、簡

易健造の工夫を望 む。

〈ホ〉建築費は電気水道を含み坪当 り3 万円乃至 4 万肉

ね度 とする。

3. 所要図面及び鮫計説明

〈イ〉平語図縮尺50分の 1

区閣の上方をほぼ北 とな し、 コ皆があれ( まその位置を

第一階平 I訂図に朱 点線を以って示す こと。

〈ロ〉立国図ごI国以上、縮 尺50分 1 透侃図に表れ ないs!l J

を含むもの とす。

c，、〉透視図外部

くニコ英他、要すれ ば、構 造、設備の図面を添える こと

くホコ設計説明はその概要を簡明に図面の余白に記 入す

るこ と。

4.  審査員 ( 略敬称・ 五十音願〉

伊東宝部、大林 芳郎、小林f育、滝沢真子、竹中錬一、

塚本猛次、中野 順次 郎、伴 潔、森 忠一、

吉田安三郎

5  入選考の人数並に賞金

1 等 1 名 3万円

佳作 5 名 5千円宛

2 等 2 名 1万円宛

6 締 切 期 日

昭和? : 7年 4 月21 日正午

7  入 選.書官奨表

審査の結果は本人に通知をなすと共 に「建築と社会 」

六月号誌上に発表す〈街今秋挙行の住宅展覧会々場展示

予定〉

8. 鹿 募 ，i ) . 得

〈イ〉応募者は本会今員に限り 一人一笑とする。

( ロ〉図laj は、大きさ 、タテ50塩 、ヨコ 70榎の画用紙に

墨脅すること、透視図も 墨 〈色仕上のこと〉

ひ っ 図面には暗号を右下隅に附し、別に暗号並びに住

所、氏名、職 業 α#務先 とも〉を記 した紙片を密封し

封誌の表面に( 士、前記暗号 を記入す ること。

〈ニ〉 応募 図案に関する一切の権利は本会に帰属す るも

の とす。

( ホ〉応募図案l士一 切返送しない。

9.  臓募図案怠リ先

大阪市北区中之島朝日ビ J(... 六階

日 本 建 築 協 会

大阪市東区京橋三丁目建般会館内

日 本 建 築 協 会 分 室
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創 立 三 十 五 年 記 念 事 業 挙 行

本会は大正六年三月創立、今春恰も満三十五年に相当いたします O 回顧すれば此聞大

正、昭和の目覚し主建築界の発展に即応して行クた事業は、建築法規並に士法、都市計

画、住宅、震災、建築材料、防空防火、都市不燃化問題等の 促進、指導に或は直接間接

社会に貢献せし処は蓋し大在るものがあると信ずるものであ b ます。就中大正末期に開

催した桜、ケ丘住宅改良大博覧会は本邦慌矢の企画にして其後十五、二十五年両度記念事

業のーフとして挙行した大美野、上芝、瑞光寺、緑ケ丘、あやめ i也に於ける各住宅展は

当時何れも人跡稀な寒付が夫々模範住宅として今日の繁栄を現出しているととは本会の

最も欣快とするととろであ b ます。又会誌並に図書出版、各種展覧、講習会開催、諸股

事項調査研究建議左どは機に| 臨み時に応じて之を行い会勢; 塗盛の一途を辿 b ましたが、

戦後の社会状勢に鑑み定款を改め広く、綜合、電気、管工、建材各部門の個人及商佳団

体を正会員に迎へ、各地に支部設置現在数千の会員を有し一層輩調左団体とし て期界の

向上発展と社会貢献を期してま;-9 ます。本年蕊に三十五年を迎へるに当 b 更に新; 時 代に

即応した住宅凡三十戸建設し住宅展開催コ高層並一波建棄に必要なる大京中心に数百個

所ォＮＮＮｾ ' 9 ングされた地質調査表発行。新興材料を含むスキートのカタログに準 U た建設

資料集覧等出張、図書室充実其他の記念事業を企酒いたしてま;-9 ます。卒にして之等事

業が逐行出来得れば独 b 期界のみならず緊迫せる現下住宅難の一助と共に社会に寄与す

る処又大なるものがあると確信いたします。

然しながら本事業は相当資金を要し本会現在の財政状態では目的速成に遺或の点が多

くあ b ますので此際有志、諸賢に多大の御援助を仰ぎたい念頭で御座います。希は本会の

趣旨に御賛同の上絶大在る御協力と御後援賜らんととを切に熱望する次第であ Dます。

上記趣意書の通 b本年三月三十日 は本会が誕生してから満三十五年に相当するので之

を記念す るため大項次の予定を 以て事業を行うとととなクプこ。

事業の内容は決定したも のから逐次発表ぎれるが本事業を達成するには会員各{立の全

面的御協 力を得左ければ目的逐行は至難である 3 惑に事業の発表に当 b切に全会員の他

大在御支援を熱望 します。

事 業 企 画

慰 霊 祭 先考九 600 柱の霊を祭る

く四月下旬予定〉

表 彰 式 功 労 者 表 彰 ( 五月予定〕

祝 賀 会 表彰式と同日自視会を行う

〈五月予定〉

講 演 会 京阪神各支部所在地予定( 春秋適時〉

講 習 会 京阪神各支部所在地予定〈春秋適時〉

住 宅 展 大阪府下を予定30戸内外建設

2  

( 九月竣功、十月展覧会〉

記念 出版 地 質 調 査 表 く年内〉

建設資料集覧 〈明春三月〉

建築と社会記念号 〈年内〉発行予定

見 学 会 各 地 予 定 〈春秋適時〉

( 以上は大要企画で実施に当り多少変更を見るこ

とあり 。〉



〈敬称略〉会員委業事記

議tt国東長員蚕

小 林 清

松 久 保 敬 三

雄逮

正

回

木

池

蕗

中 野 順 次 郎

平

女子

治

勝

中 野 順 次 郎

友 一 浅 海

光 夫 日 野

民日芳林

長

木

藤

大

部

青

斎

副 委 員 長

部

員

務総

蚕

助

士

口

田 善

長

前

南

島 村 佐 次 郎

高 橋 勝 雄

松 井 邦 彦

六 郎

池 田 達 雄

須 賀 豊 治 郎

政 間 基 次

中 西

静

朔

勝

正

利

長

田

井

村

部

地

白

牧

慰 霊 祭 部

委 員

之

潔

高 輝

本

銭

山

島 村 佐 次 郎

薮 中 一 良

宮 彦

城 ロ 亀 吉

松 久 保 敬 三

部 長 池 田

井 上 福 蔵

中 野 順 次 郎

山 本 竜 太 郎

表 彰 式 部

委 員

名

雄

丸 正

秀

石

伴

糸 井 直 太 郎

角 田 義 雄

雄

虎

達

信

清

尾

田

原

川

末

池

栗

士

口

鈴 木

頼

幸

勝

長

場

保

野

部

井

久

日

部

員

賀祝

委

竹 内 孝

松 井 清 之 助好

博

勝

石

野

白

日

清

潔

武

ｊ￭Ｚｾ＠

林

五

小

伴

吉

好

部 長 伊 東

栗 林 一 馬

谷 口 倫 武

山 内 喜 兵 衛

講演講習部

委 員

笠 原 梯 治 郎

宮 谷 芳 夫

平

孝

村 太

内

奥

竹

信

儀 八

石 井 一 信

小 早 川 美 武

山 本 潔

国

本

雄

政

松

友

道

経

長

木

谷

田

部

青

布

村

部

員

学見

委

夫

良

成内

中

竹

薮

済

政

林

田 経村

久 助

栗 本 栄

松 久 保 敬 三

尾 崎

宮 彦

倫 武

武 雄

長

田

ロ

本

部

池

谷

山

部

員

版出

委

蔵

雅

尾

士

ロ

福

楠

末

雄

土

木

木

村

井

桐

鈴

松

浅 沼 猪 之 吉

河 合 貞 一 郎

菅 谷 三 郎

前 野 慶 太 郎

平

吉

治

洋

藤

正

部 長 吉 田 安 三 郎

青 木 友 一 浅 海

伊 豆 倉 武 一 遠 藤

棒 田 藤 郎 鴻 池

竹 中 錬 ー 藤 木

元 吉 勇 太 郎

住 宅 展 部

委 員

佐 竹 則 翁

日 野 勝 好

吉 田 安 三 郎

3  

助

作

雄

崎 久

耕

木 武

尾

堤

山

平

夫

治

励

三

海

尾

邑

謙

浅

妹

山

1田

夫

東

友

光

正

長

木

藤

木

部

青

斎

藤

部

員

金資

委
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既往三十五年間に物故された先考凡そωo柱の霊を祭る記念事業中極めて重要な式典をード記の通り挙

行する予定であります。

物 故 者 中 に は 最 近10年間でも前会長片岡先生 を は じ め 本 会 今日 の隆盛に寄与された多くの方が合ま

れております。 倫 当 日は遺族の方も相当御参列を頂く予定でありますから会員 各 位 に 於 か れ ま し て は

当 日は万障御繰合せ多数御参拝下さ います様予告芳々お顕ひいたします。

式 典 次 第 予 定

i  日時 4 月 26 日 の 予 定

1 . 会渇 中 ノ 島 公 会 堂

1. 考典 二時開始凡そ三時頃終了の予定

@ 詳細は決定次第網l通知いたしま す。

A

U

一ニ

築 協

謙

本 建

畑

日

東

E象

社 圃 法 人

記念事業委只長

fT 挙
実: 5t

ｾ＠霊慰

下記物故会員の御遺族氏名並びに街l位 所 御 存 じ の 方 は 誠 に 御 手 数 で す が 折 返 し 本 会 事 務 局 ま で 仰 知

らせ賜らば幸甚に存じます。

物 故 会 員 氏 名 ( 敬称略 ・五普十l償〉

浅 野 幸 吉 井 上 忠 吾 伊 藤 為 吉

石 原 清 介 板 倉 達 岩 井 長 三 郎

上 野 三 男 海 野 浩 太 郎 織 田 泰 雄

川久 保 梅 治 郎 園 川 正 児 島 春 太 郎

瀬 川 廉 平 田 中 通 夫 寺 井 広 義

直 木 倫 太 郎 二 階 堂 禎 典 二 宮 裕 造

野 沢 勉 浜 脇 敬 蔵 藤 田 元 吉

宮 本 徳 一 毛 利 高 明 薮 内 仁

( 昭和17年 6 月以降昭和27年 2 月20 日現在の物故者〉

雄

広

瀬

郎

功

彦

人

義

末

遠

回

安

好

田

藤

村

普

田

田

国

石

山

石

岡

柴

内

西

三

且ュ

c  

..0.. 

::zx: 

工場が色彩調節される事によって ，照明効率をよく し、安定感を湧き起させ、秩序カ種い、生産能率が上昇など、

科学化経営の出来る色彩調節は近時著 しく識者の関心をたかめつつらる時、今般その実状を下記に依り見学いたしま

す。見学の便を与えられた日本泊脂工場は、ニツサユ/ ペイ γ ト外一般塗料製造の大阪工場で同社は本邦に於て夙に巴

彩問題に研究を積まれており同日の見学は必ず参加者各位が嘩される事と信じます。奮って御申込下さい。

1. 日 時 3 月18日〈火) !:! 時集合晴雨不論

1.  集 会 所 阪急西側ガ ー ド附近 2 時10分借切メスで出発

1 . 見 学 先 日本油脂株式会社三国工場 東淀川区新高北通 2丁目 105

( 阪急三国験下車西約 5T 市 川 三 国 僑 停

グ 神崎川下車東約 5 了 留所前の便らり

色彩された同工場並塗斜製造状況見学後同社技師より主として色彩調節に関する

説明、質疑等な して 4 時すぎ解散予定

3 月17日主主会費30円と共に申込の事 但パスの都合で満員次第先着メ切る

O 会員章は是非着用下さい O 代人叉は随行者お断り。

沖縄事情の講演 と吠画の会は 7 ヰルム作成芙他準備の都合で 4 月に延期いたします。

色彩調節された日本油脂工場見撃開催

会員委勢会

集合時遅参叉は直接例措は

日本建築協会催三三

学

申 締 込 切

見1  

2.  

。

4  
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耐火建築助成法の急施方建議陳情の件

上記の{ 牛日本建築学会、 日本建築設計監理協会、全国建設業協会、都市不燃化同盟等と連名で昭利26年12月比|司27

年 2 月20日2 固に亘り下記の通り建部並陳情した。

建 議 先

建設、大蔵大臣及次官、住宅局長， ｾ櫛院予算委員長 、 建設委員長 、 自由党総裁 、 不燃化促進議員述盟会長持 ｉ ￚｬの

関係方商宛

( 1 ) 耐火建築助成法の念施方に関する建議 ('26. 12月提出〉

わが国の都市が海外の文明国に全くその類例を見ない木造都市であるがために、毎年幾つかの都市治辺、ず大火に比

舞わ払莫大な損害と貴重な人命とを喪失している現状にある。若しもこのままの地主主に委ねたならば、結局は多数

の国民を雨露に曝らし、民心の安定を;{IJ. い、延てはわが国の経済再建の基礎をも危うくする結果を招くのではないか

と深〈憂慮するものであと。

幸容に政府においては、耐火建築助成法を準備せらるるやに氏関するが者11市不燃化の根幹である建築基準法及び都市

計画法における防火地域の造成を促進せしめる裏付として、助成法の勧湿なる突現を計らねば、法文と て徒らに空文

に指せしめる恐れが多分にある。

耐火建築の助成は設に関東大震災復興にその前例をもち、相当の成果をJ改めたが、当時軍の力が強〈有終迄これを

発展せしめ得なかった。

近時都市不燃化に対する国民の理解が一段と深まったとは錐も 、 さなきだに弱体化せ る国民経済力に頼って自然の

成行きにその突現を期することは、到底不可能でらるし叉、許し得ない程都市不燃化は差迫った重大且つ緊要な問題

でるる。

この助成施策は不要不急建築の助成には非らず して、 国民大多数がその恩恵に浴 し得るものであり 、僅少な資金を

もって都市防災化特に不燃化を、より効果的に達成せんとするものでらることを、充分認識せられ此の機に政府は、

都市不燃化促進のため、国民らげて待望する積盤的な助成施策を、一刻も早〈鱗じられ、都市の災害を軽滋せられる

ならば、やがては将来、国家の繁栄と国民の福祉とに寄与するところは極めて大なるものがるると信じるものである

依って政府は、 「耐火建築助成法」の速やかなる実現を期せられるよう至宝に関係 5 団体共同して建議に及ぶ次第で

ある。

( 2 ) 防火建築帯造成促進に関する陳情書 仁27. 2. 20日提出〉

政府に於かれては、都市の不燃化促進を図らんが君主、助成策として首題の法案を準備せらるるやに灰開致しますが

右は都市不燃化促進の根幹をなすも のとして、多年かかる助成策を要望しつつらった民間諸国体は、その速かなる

現と今後の泊進とを期して止ま ないところであります。

右法案の審理に際しては助成区域、建築物の用途及び権造、補助額の指定決定に際 して諸般の情勢を観j考の上、慎

重に御検討せられることは信じますが、就中地方的事情並に国として執られているららゆる施策を、これに同調せ し

め、有効且つ綜合的に都市の不燃化を促進せしめることの必要を認めるの. r : : 、その法案には左の事項を規定されるこ

とを望むと同時にかかる施策は困民の認識とその経済力と柑侠って突施に移されるものであるがため絡するに時 H を

もってしなければ成果を挙げ得ないのでるるから、防火建築地惜の完成迄中断や退歩のための改変等を行わないよう

将来に亙る国の一貫 した政策として徹底的に遂行せられんことを併せて陳情致す次第でるります。

ヨ
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1. 防火建築憎の造成を促進するため、同地稽内に於ける彼助成建築物及び補助しない耐火建築物は既存新築を問わ

ず これらに対 して地方自治体は固定資産税を木造並叉はそれ以下に軽成する措置を講せられること 。

2. 住宅金融公庫の融資による同地帯内の耐火建築物に対 しても補助の対象と すること。

3. 防火建築帯造成促進のため、土地の所有権並に建築物の所有を目的とする地上権者及び賃借権者が公益に資する

ため、助成を受けて共同の耐火建築物を建築しようとする場合、それに支障を与えるものに対しては土地収用を行

える措置をま越せられること。

4. 火災の危険度の高い都市に対し- ( は計画的に指定し、その都市が財政上指定を受けることの困難な場合は別途に

政府は補助言撃を増額し得る方法を考慮すること。

5.  都市火災の現状より見て防火地域外における学校、公術等の公共建築物を急越不燃化す ることは絶対の緊要事で

あるから、こ れに対して適切な助成の方途を速かに確立すること。
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建 材 審 査 ( 証 明 書 発 行 ) の 件

予て申 問中の三星印アス フアルトタイル朝日石綿ス レート及びオーケ戸 商会建築金物サボ戸トについて審 査 の 結 果

本委員会の規程に争目、下の通証明舎を発行した。

優 良 証 明 書 2  6 年 度 第 4 号

1 . 品 名 実用新案横架材胴附金物サポート

1 . 製 品 者 各 オーケー喬会 奥 村 丈 太 郎

昭和 ＲＶ 年 ＱＲ 月 ｾｏ 日提出された資料につき本会建材審査委員会に於て饗査の結果従来

の鴨居等接合構法の改良に着想された比金物は優良と認める。

昭 和 27 年 1 月 17 日

特 徴 概 記

1. 鴨居の摺込、胴付 〈玄胴〉及び等工法lま此金物にて従来の不備を補い安定する事が出来る。

2. 孔堀リ、柄進等手聞を省略する事が出来る。

3  加工取附が容易である。

4. 梅本すを欠き込まないので桂等の抵抗力を減じなし、。

5  木材の節約に役立つ。 以 上

優 良 証 明 書 昭 和 26 年 度 第 5 号

1. 品 名 特製朝日波型スレート ( 水圧機に依る加庄製品〉

1 . 製 品 社 名 朝 日 石 綿 工 業 株 式 会 社

昭和27年 1 月11 日提出された資料につき本会建材審査委員会に於て審査の結果、在来ス レート の欠点を補い強度を

箸しく高めた比の製品は別記特徴によ b優良と認める。

昭 和 27 年 2 月 18 日

特 徴 概 記

1  強度が標準規格よリ獲かに高いので裏干涯を必要としない。

2. ｾ軍カ性が多い 。

3. 重量が比較的経い。

4. 以上の結果に依て施工は能率化される。

5. 吸水率が少い。

6  耐久度が高い。 以 上

優 良 証 明 書 昭 和 26 年 度 第 G 号

1 . 品 名 三星印アスフアルトタイル

1 . 製 品 社 名 田 島 躍 用 化 工 株 式 会 社

昭和26年10月10 日提出された資料につき本会建材森査委員会 tこ於て鋭意調査中の処審査の結果、比の製品は別記特

徴によ b優良と認める

昭 和 27 年 2 月 18 日

特 徴 概 記

1  盛富な色彩と糠擦が自由に出来る。

2. 耐久力は相当に強よい。

3. 張上後の伸縮が少い。

4  アスフアルトを原料とするので薬品に対する変質がない。

5. 下地の充分な乾燥を絶対{ 劇牛としないのて前工期が短縮され能率化される。

6  仕上後の養生が不用で直に使用出来る。

7  掃除に油を用いないので極めて簡易てある。 以 上

位 国 法 人 目 本 建 築 協 会 々 長 竹 腰 健 造

回本建築協会建材審査委員会委員長 置 塩 重量
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⑧ 

N 板 硝 子 株 式 倉 市 士 舞 鶴 工 場

企 画 N 板 硝 子 徐 式 合 居 士

段計監理 日 建 設 計 工 務 株 式 曾 匠t

b留 ヱ 株 式 合 荒 土 銭 高 組

詳細は本文参照27頁の事
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自動車令匠土ジェネラルモ ー タ

ー λ がその技術 ｦｾ ｩ 究の 七ン タ

ーとして 設 け た も の。 卒 商 立

面 共 に モ デ ユ ー J レによって統

ー さ れてい る。ア メ リカ工業

を 象 徴 す る に ふ さ わ し い 建 築

であ岳 3 窓 の 多 い 蔚 の 外 壁 l古

紙 JJ) ji 銭板の間]1亡軽量耐久物を

挟 ん で規絡パネ ル と し て 作 ら

れ 窓 ガ ラス 1' 1 防熱ガラユを使

用 し 且 つ 2重で一切{t ' Xめ殺し

である 。 とれに. f : i して側壁は

煉 瓦 税 で 色 彩 に 於 て も 1在感に

於 て も 強 い コ ン ト ラ ス ト 主 な

している。

: # . ぃ黙々としたく賞1' 1脅 ν 色〉

円佐が並んで旬、るのが著しく

目をひ f 。と ればエン ジン試

験 室 の ガ エ 排気 用 煙 突であ る

が、と の建物のシンボノレとし

て 扱 われ ているのではあるま

ν、治、。

設計主任

且 - " ・サーリネン

所 在

デ ト ロ イ ト 市 郊 外

(l¥l agaz i ne 

of  Bui l di ng， 

Noν .  1951)  



ー・___. ;.:_

最下段平面図の右のお!U- ; t 事務室製図室プロックで、左方の大き

な機は工場である。工場は天井高 20' ! R中央一 列だけ伎があり、 ト

ユラのスパンは80吠。工場と事務プロックの問は窓のない高いサ

ーピスプロックでつながれている。工場 の下方に延び た l-;t Hf = ン

ジン試験室で その爾側は前述 の排然慢突が立ち並 んでいる。

上 方 2つの3憲民は製図室内部。天上の設計が規格化 され、 その

パネル主上下したり萩りかえ た りす 4とと lとより直接照明 、間 接

照明が自由に密化できる。パネル交点の円筒燃のものは 、 スプリ

ングラ ーへ ツド又" ; 1 : 空然調整のアウトレツトになっている。左中

の篤民 l- ; t 事務プロツ F の階段、 1i. 下は事務プロツ F の 1 階隅であ

る。

問 T，w. l tt l 0  ｾ＠ r;I1 



日 本 の 工 場 建 築

一一ーつの疑問に対する探求ーー『

浦 辺 銭 太 郎

3  

訟は繊維工場の営絡に機ってからげ年半常に一つの疑 外国の工場建築と言えば先ず念頭に浮ぶのが古くはペ'

? J j を解決することが自分の仕事となって来た。それは都 戸. J l - ・ ベーレジ スの A . E . G の F 戸ピゾ館、グロピ

計家がコルの都計案を見て日木の其と比ペた時に感じる ユウスの 7 7 グス製靴工場、アルパー・ア ール 卜の化学

疑問と同じようなものだ。同じく近代工業をやって居り 工場、アルメ戸ト ・カ戸 γ のー連のブオ 戸 ド工場や新ら

乍らアメりカや欧洲の工場建築はどうして美しいのだろ し〈はキューメの火絹工場等々である。之等はみんな笑

うlか。向うはずっきりして居るがこちらは雑然として居 し〈すっきりして居る。もっ とも私も写真を見た丈でら

る。この原因が何処にあるのか叉どうすればよいのかと るが現しく目で見て来た人の意見を来っても縫々私仰窪

言 5疑問である。成程向うに負けない美しい青写真工場 信を強めるのである。之等の隠然たる生産的美を持った

を{ 乍ることは今の私にも出来そうだ。然しーつの工業休 工場と私の見学した数多の日本の工場とを写真丈で比絞

の中に入った以上之は実績で示すこと少〈とも 1 年は稼 しても 全体と しては勝目はない。

働した結果第三者がその判定をすることでなければ解決 或人は言う 「ぞれは日本が貧乏だからだよ」と、成探

Cは無いと考えた。 そうであろう。帰する処はそ うであろうがこのー誇は私

2  の疑問を解いては呉れない。日本より決 して富んで居る

工場建築は目的を持ったーつの有機体でるるから美し とは思われないエジプ トに最近出来たミスル人絹工場を

さ自身が目的ではない。丁度好記録を所持するスポ戸ヅ 快画で札た私は貧乏ぜこが原因ではあるまいと感じた。叉

選手の美しい 7 オ戸ムに通じる美しさでなければならな 或人付言う「経蛍者の頭が古し、からだろう 」 と、然りそ，

L 、。顔丈の美しさや生理的欠陥から来る美しさや見せか う言う場合も 4年々あるだろう。それでは嘗て世界を相手

けの美しさであっては困る0 ・それはあくまで木質の持つ に競争しC 負けなかった日本の工業人叉最近その勢を復

美しさと言うことでらる。建築家がその素質と絶えざる 活しつ L らる俺れ f品工業人を無視する ことになろ。美し

練習によって州墜に行った美技が工場建築の木質的美で い工場を作ることがこの競争に 7・ラスするのであれば決

あると思うか叉その為にェラ戸があったりチ ームに迷惑 してひけは取らない人々だ。

をかけてtまいけない。 或人は言う 「技術が遅れて居るからだ」 と、経済の基

工場遺築の場合コストと工程と能率とを犠牲にしてそ 悠が弱くてリ 戸夕、) の頭が古くて然も技術が遅れて居る

の美を追及することは誠に恐るべき悪事できb る。その為 のであればきたない工場を作る三条件は揃うわけもるる

には: 工場建築家は深〈その工業に打ち込んで行かなけれ が之を単に技 ｾｩ｜ 渚の責任に帰するのは妥当でなし、。建設

ばならない。「建築を通して工業を見よ。工業を通して 技術者が仮に一方的に進んで居っても工場は現実に美 し

建築を見よ」とをf うそヅトーがfl{ の為に用意 されて居る くはならないからである。上記のような或は之に似た見

然し自分の専門とす る建築に通じる道も無浪でありまし 方は多くは慨念者流の批判でるって現実家を説得する力

て工業と言う偉大なるものが簡単快速に把めるわけのも を持たない。叉或人は言う「日本のチヤ γ ピオシ工場を

のではないのである。た吋皮は勇気を持たなければなら 出せば負けはしないよ、それに日本の工場も局部的に見

ない。何故なれば日本の工業経営責任者ば次の ような信 れば向うより美しい所もある」と、そうだ。局部的に見

念( ? ) を持って居るからである。 れば向うに一本打込む事も出来よう。唯私は工場全体

「機械、装畿は必要なる出費でありそれは稼働の本体 ーー管理や樹脂日門を含め叉舗装道路やm倣や岸壁造闘

でるる。土木、建築は好ましからざる出費であり青天井 を含め叉電柱から門標まで含めた上その環境条件をも入

工場と言うも のを{ 乍る天才技術者は居らないものじゃろ れた全休としての工場を問題として居るのだ。まあまあ

4 か '?J それであるから上 γ 調子な工場建築美論に対し 比較になるのは作業場に限定された部分のみである。そ

て少〈とも責任のある経蛍者は耳を借さない。もっと徹 ‘れなれば日本の: 重工業にも軽工業にもその例はいくらも

底した人はきたない工場を見ればこの工場は儲かるぞと るるし繊維工場などでは自弥世界ーはいくつか存在して

直観する体の達人でらるからだ。この様な達人を仮に新 居る。ある大きい毛織工場を見学 した時作業場とし亡は

鋭の工i長建築家が自己の窓見に従わせようと望むのであ 世界的だと思ったが便所が吹出物のようにこの世界的に

れば彼も叉一種の達人でなくてはならない。閑話休題、 〈つついて居り叉近接して貧弱な〈と言っても日本と し

本論に帰ろう。 ては平均点の〉木造平家建社宅が恰も王者に憐れみを乞

5  



う庶民のような盗で並ベられて居るのを発見した。皮肉

な外国報道写真家なれば社宅を前景にしてこの作業場を

うっすでるろうと患った。私も最近富山ピニ ロγ 工場守

ゃったが之は工場構内丈なれ限ボ ロは出さない積りで居

った処県道を距てた反対側にアツと言う聞に様々な庶民

的庖鉱が野を並べてしまって立山連峯の展望をふさぎ近

代工場の美観を笛に浮かせる始末となった例に当面 した

日本のチヤ γ ピオゾ工場としたい切なる念願も 期せざる

外褒によってｾ買ｾ し て し まっ た 。

4. 

私は疑問の解決を急く・必要を感じない。然 し日本の工

場の全体配置図と同じよ うに論旨いさ L か雑然と して来

たのでその整理をやらなければならぬ。日本式工場の特

徴として次の五つの要素がらり、之が工場を雑然混然た

らしめると同時にたとえその扱い方が手燦がよくて、 も

欧米の工場とくらべてア カねけしない原因をな して居る

のではないかと感じるのである。

( 1 ) 従業員の住居問題を一つの企業体の中で解決しな

h汁工ばならないこと。日本? で凶丘代工業のあけぼの期か

らそうでるったが戦後( ま益々その必要が多くなった。

欧米の工場では殊に寄宿舎と言うものは例外的存在で

ありアメリカには皆無と言ってよいそうである。之は国

家的に又は社会的に解決されるべき筒題であるからだ。

之を一つの企業体で負担することは重荷でるる。例え

ば寄宿舎なれば基準法最低で 1人当り 10万円を要すると

して之は従業員 1 人当 1 カ月の生産高{ こ相当する。社宅

なれば少くとも 5 カ月分の生産高を固定 しなければなら

ない。繊維工場なれば全床面積の ＳＰｾ ＴＰＥ がか ｌ る施設

に当てられて居る。然し企業と しては自衛的にこの施設

に出費しなければならぬ。この 「好ましからざる」出費

は勢い建築費の低下を望む傾向となり施設は極悪化す。

経常費のか L らない不燃性の高級住居は余程の高利潤を

上げる企業でないと望めない。 工場地域に緑地をおい

て、高層アパ ートが逮並ぶ美 しい壮観は貧民窟に取って

換る場合が多いのでるる。

仁2) 附属工場の雑居。経済基盤が弱いので企業と して

は当然下請にやらせるべき仕事までも自己工場でやらな

ければならない。加えば人絹工場の中に鉄工所や、電気

保全工場や、営繕作業場がるるようなものだ。之等は独

立 しては成ーり立たず仮に成り立つとしても親工場の レベ

ルに追いつけない。 一世帯向の住宅に親族縁者が同居し

て居るような状況がそのま L 日本の工場に見られる。戦

時中は自給自足的な行き方から こ の傾向 ｩｾ 益々ひどかっ

たそれをー賞作業工場と言うのは本質的に誤って居る。

一賞作業工場と言うのは原料から製品に至る主流同土が

結ぼれて居ることでお旬、F付属的補助的部門があること

ではない。このような附属工場が全体配置を院筈し: 茨伐

混乱にみちびく。之も幸いに して手際よく配置 しても主

流の作業場とは質的に 犯悪化したものとなり勝でるる。
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主流に対して逆流や渦流を起し勝である。

Ｈ Ｓ Ｉ デツド ・ メベ ー ス。同じ く 波の立ち易い経済地ｾ

に立って居る日本の工業はえさ大なス トック用の施設を持

たさ" るを得ない。燃桝原粉原斜薬品から製品に至るまで

運転用品から修繕材軍司や廃品に至るまで滞貨が生じ文ぞ

の滞化が必要でもるる。之等は市場が狭くて不安定でる

るから必要な時に必要な数量丈入手出来たり叉送出した

り、出来たりゃれないのでるる。必然に余分のものを抱

え込まなければならずその為に数地と施設を要する。所

謂「聞の抜けた」所が生れる原因でるり キピキーピしプニ感

じを損うこ. とおびたどしい、電力も 一種の原、科でるるが

国給意の如くならない我国では自家発電装置まで:泡え込

んで居る工場も可成りある。日本の家庭と同様に独得の

物置小屋が必要であるが工場の物置小屋は時に溢れて物

が外にまで転がり出て居ると思えば時には中がからつぼ

の事もある。日本の工場管理者は好んで工場をきたな ぐ

して居るわけでは勿論ないのでるろう 、否景もこの調漫

に意を用いて居るのであろうが市況の絶えまのない波が

流木を崇へ上げたり 51¥，、たりする悪戯にほとほと手をよ

げて居るのであろ う。

(4) 生産の不安定。市況の刻々たる変化、時} こば大会

〈ゆれる変化に応ずる為t: J 曽産減産の波が又大き くゆれ

る。製品銘柄の変更も作業場を一時混乱させる。鉱張の

計劉は技術者の意志を超越して断行される。このらわた

立しさは慎重な検討期間を許さない。取ってつけた様な

プランが直に笑行に移されゼネラルプラゾをこわ してし

まう。早くこの固定資産の回牧をやりたいので工場が祖

慈化ずることも当然でるる。この様な状況を想定 しー方

アメリカの自動車工場のやり方一一1952年型を決めこれ

を何万台か決って生産すると云う落着いた安定した工場

のやり方と比較すれば、それがそのま L 工場の表情に出

てくると言うことは誰しも考えられるわけでるる。

( 5) 富定資産資金。私共工場建設の実際家が見て日本

の工場建築家( ま安物作りでは世界の名人だと思う。勿論

それは限られた資金を効率 100%，に使うと言 う意味に於

てどある。例えば人絹なれば日産 1 卜γ 設備当り日本な

れば 2. 5億円位でやるだろうがアメ リカ なればその 2倍

をかけるであろう。然も日本の場合向うには慈い従業員

の住居や的高工場や物置小屋まで含んで居る。然し之は

自慢にならなし 、。空気顎整設備丈見ても向うは10倍の規

模を持って居るし叉それを可能ならしめる遮断的工場建

築を持って居る。研究施設の立派なのを持っ て居る。

我々は一度の資金の放出に唱えられないから後から経

常費のか ｌ る施設で涙をのむが向うでは言 ｴＤｾ 年限丈は使

い放しでやれる施設とする。自本では後から後から浪り

無く保全と改修が続くので結局資金の口はいつもおいて

居ることになる。向うでは一度口をしめたらそれまでだ

ろう。我々は10年もてば捨て L もよい 、だから安くやっ

て呉れと言われる。処が10年もたって見るとそれを鎗〈



る訳には行かない、つくろいつくろい何時までも使 う。

尻や篠坊主の抜けた古背広を何度も布当て して蒼込んで

居る。修繕費を加算 して見れば馬鹿にならぬ額なのだが

新調も出来ず、それかと言って初めから修繕重量のか L ら

ない良質のものを調える と言うことは筒更むつか、しい。

の間の消息をもって日本の工場建築〈丈でなく工場自

こ体〉を見ればそれが スマ { トでないと言って難癖を

つける事も心苦 しくなって来る。唯一つ私は日本の工場

に対して苦言を呈 したい。それは 6 餐のー聞に家族同居

して居るような経済的或は社会的苦境にあり 乍 らライ カ

を持って居りそれでないとカメラのように仰言らない虚

栄心に対して主、るる。この家庭に取ってライカがどれ丈

主献するでおろうか。私ならば国産の安いカメラを充分

愛用し一方家族にもう少 しました住居環境を与える事に

関心を持つべきだと思う。

5.  

上記の 3 要素から生れるであろう日本式工場或は工場

建築を美しくする為に好ましからざる条件をすて与しま

って「縞箆事J で片附けようとしたってそれば出来るも

のではないし仮に出来ても使い物にはならないであろう

叉各ー専門分野が各自の担当範囲で丈いくら努力しても立

派な有畿体は生れない。工業が巨大{ じする事は経済方員I j

の: 後らしめる処だと思うがそれに先行して主主 A 工場建設

技術の綜合{ じが要求される。

私共はしばらく過去に目を向けて見ょう。日本で最初

の近代工業の一つは慶応三年鹿児島に出来た磁之浜伊演

所であるがこの場合は英国プラット社がその紡績機減と

共に工場建築も 一切持参した。[ 也の工業でも機械と建物

l主外国から直輸入された。作業がすス F ー出来ると共に

日本化の試みが行われ結局日本人の手ですべてが間に合

う様になった。この節屈に於て工場建設の主役は常に機

械技師であり建築技師ば彼等の忠実なサーパゾトでるっ

た。プラ y も寸法もみんな機械技師が決定して呉れる。

時には経営者が出て来て 「わしの個性も発揮させて呉れ

J と言って出入の大工から得た知識の一片をひゐめか

す。工場建築家だと言う自覚のない単なる建築技師が寛

容の美徳を発揮してサ ーピス按りを示す。まらそんな場

合が多々あったのではなし、かと思う。

然し世界を問手に園祭市場に打って出る製品を生産す

る工場で、このようななごやかな仕事ばかりやって居つ

ては因るだろう。 工場建築家は他の専門家一- o lJえば機・

械技師や生産技師ーーの単なるサーメ γ トでるってはし 、

けない。叉その逆であってもいけない。 三者は少くとも

工場立地やゼネラノレプランを対等に検討 して決定しなげ

ればならぬ。街その上労務管理や資材販売の専門家の意

見と要求を組織化されなければならぬ。 工場建築家は経

常自主権王営に於てはご等兵であるがそれを可能なら しめる

工場建設に於ては経苦言者的セゾスを持って処理すべきで

通うろう。さもなければ日本の工場は主産技師とき軽減技師

との合作となり之に会計課長が造菌を行い労務課長が社

宅と寄寓舎をつけたものとなってしまうでるろう。

そして益々かまど附の台所滋夜便所そして物置小屋と

物干竿を持った日本式住宅の様相を帯びて来るだろうとe

思う。

この小文で日本の工場建築を体系的に論ずる ことは不

可能でるる。第一私は与をんな大それた考えも無いし肝心

なことにはその力がなL 、。唯一人の実際家として念頭を

去らない疑問に向L 一歩丈拓隼を試みたに過ぎ盲ない。今

後 5年或は10年後に同じ課題を与えられたとすれば或は

もっと変った見方が出来るかも知れないと思う。優れた

工場建築家を多々所有する E 本の業界で、こ のような浅

学薄才の小文を発表するのは先楚に対する礼儀を忘れた

からではな〈て私の深求の足らない証拠なのである。

〈筆者 倉敷レイヨン株式会社営繕部長〉
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工 場 建 築 に 就 い て

工場は訟が鮫計 していたか

近演でこそ、工場建築だといって、建築家が設計する

グのがあたりの前ように思われて来たようであるが、二昔

前はそうでなかった。私も学校で工場建築の講義t士受け

なかった。たど 、構造学の方で工場につながりがらった

のであるが、当時、ト ラスや山形ラ ーメ γ の計算が、 ど

のように実用に供されるものかについても、何だか緑@

いもののように習って来た記憶がある。

工場建築に建築家が F ツチしなかったことは、何もこ

こだ事新し〈言うまでもなく、考えてみれば、あたり前

のことのようでるる。すなわち 、工場というものは 、製

建設備の) 部分であって、我国に始めて大工業らしいも

のが起った時には、勿論、外国土り技術を輸入したろう

から 、工場建築もまた、機械と一緒に、輸入されたもの

にちがいない。したがって、次に我国'乃技術だけで工場・

を造れるようになったにしても、建築家からはまだ、速

い世界のもの ' Qあった ろう。私の見聞とて、極めて浅い

ものであるから 、こ のよ うなことを言う資絡はなさそう

であるが、幸い、八幡製鉄所の j坪井太郎君より開いた同

工場50年の工場設計のあとを紹介してみれば、この聞の

事情がよくお判りのことと恩われる。ついでながらこ L

でお' 析わりしてお〈が、大分前から坪井君と話し合って

いたことであるが、同製鉄所には、創業以来の工場で、

今も筒お残っている 、所謂歴史的のもの等沢山あるので

これらを年を追って写真や設計図等で、皆様に御紹介す

れば面白いではないかという のである。今度、急、に何か

書けとのことで、之は間に合わず、叉写真等も関係者の

了解を得るに歪らなかったの' ( 2 、これらは機会があれば

坪よ|沼より発表していた止、けるかも知れない。

さて、八幡宮変鉄所といえば、我国最大の工坊であり、

その歴史をたずねれば、我が工業史のー閣をのぞいたも

のと考え ても大 した違いもなかろうと思う。勿論、製鉄

以外に世界的な我が紡績工業を始め、化学工業、機滅工

業等と各方面にわたって主場建築の応史を考えねばなら

ぬ訳であるが、私がそれらを前置として次に言いたし、こ

とは、以下八幡製鉄所について誇ることによって、充分

尽さ れることになるので、しばらく皆線も目を八幡に向

，けていた r き皮い。

明治29年の国会に、年産25) ] トY の国蛍疲鉄所建設が

議案にのり、石炭、水、舟運等の立地条件が検討された

末、今の八幡製・鉄所の位置に決定されたのである。そし

て、工場長なる人物を中心として計画が進められ、建設

立 ｴ に築造に着手せられたので‘ｾるが 、こ の 時ドイツより

8  
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技師長以下職工ま Ｇ ｾＲＰ 数名そ招き 、 東田の熔 ｅ 底炉を中心

に、旧一製鋼、第一分塊工場及び、こ れに附帯する圧延

工場等、一連の工場はすべて r イツにて設計され、且つ

製作せられて輸入されて来たのである。これらは現在、

国験八幡駅を中心として、その北方にある一驚・の工場で

ある。

その後、明治の終り頃、或は大正の初期〈せいぜい 4

5 年頃〉までは、すべて外国η 設計及び製作になってL 、

る様であって、主と してドイツより輸入せられている。

夫れにア メリカのものがおった佼仁例えば現第四製鋼工

場の古い部分で、今はない。〉で、日本人の建築に関す

るアイデアは少しもはいっていなかったよう' ( : ある。こ

れらの代表的なものは第ご製鋼工場〈国鉄枝光吹を出て

八幡駅に向い、しばら〈走って右側の車窓に見える〉等

であり、これらの特徴等は叉興味ある話題を提供してく

れるのであるが 、こ L では本l Mi でなL 、から止めておくと

して、これら の工場は次の時代のお手本 となったのて; あ

る。

大正時代になって、ょうやく日本人の手で設計製作せ

られるようになったのであるが、この仕事に当って来た

人は、l l . l l : 鉄所に在職せムれる機械技術者が主休で2らうた

ようで、設計されたものも、機織屋さんらしい構造のに

おい濃厚なるもののよう ' Qある。

こうした聞にようやく、建築家の登場となったのであ

るが、これらの建築家は思うに構造技術者と言った方が

当っているので、廿 ｩｧｾ 計算屋さんと言われる人々であっ

たと思うの℃あるが、大正 7 年、始めて建築課と名のつ

くものが設霞され、武田宮古とし、う建築の方が機がI工務

所よ句 、帯電名の建築屋をつれて入l[iみせられた。そして、

二製鋼につらなる一帯の圧延工場、三製鋪: ; l ti こ、これに

附属す る工場等を設計せられたのである。 しかし、これ

らの方々の活躍とても 、単なる1蕎造波術者として 、機械

屋さんの注文のま L に、 ドイツよりのお手本を参考とし

て設計図を作られたに過ぎないのである。

大正の末期にj } って、武岡氏のー派は退職せられ、そ

の後には、土木技術者の方々が主として工場の設計に当

られたのである。工場の性質上、 繍梁技術を習得きれた

土木畑の人の方がよいという訳か、これ らの方々の工場

建築は、そんな訳 'c、権造的には一応理論立ったもの・む

らったが、建築的には未だに、従来のものの模倣の械を

出なかったようでるる。洞岡仁クキオカ〉地稽の大配分
J  

の工場を始めと し、 新第一製鋼工場等はその代表的なも

のでらろう。



こうして昭和10年頃より漸次建築家が関与する機会が

多くなり 、次第に近代工場建築としてのセ γ ス並に計画

を置悦するようになって来た。したがって設計を外部の

建築事務所等に依頼される機会も多くなり 、最もめざま

しい のは、何といっても昭和12年頃から始められた、戸

畑作業所様内の工場若手であろう。即ち 、従来からの横lfif

矯本の建築事務所の外、長谷部竹腰、東畑、村野生与の建

築事務所が之に参歯してその伎を競ったものでらった。

その内に、戦争のクライマツグスが来、敗戦となり 、

工場建築という舞台にも永らくの問、どんちょうが下さ

才L て来たのである。

以上を一口で言えば、先ず、外国より愉入し、次は、

之を手本として機械屋さんがやり 、次に土木或は建築技

術の中で、特に構造技 Ｑ ， Ｑｾ 方

簡の入荷が、製産担当の技

術者の注文のまし之に在

来の手本に対する常識的な

経験を加味 して設計して来

た: こ過ぎず、ょうやく、昭

和も 10年近くになって、建

築家が工場建築に関心を持

、出したが、 1由が乗る頃に

なって戦争のため幕となっ

た。という訳T .lDる。

私は工場建築につい

て何を学んて. 来たか

幕は開いた。 そして私も

一役 を与えられはしたが、

一体私は前場に於て何を学:

形はフイ γ タトラスが最も経済的である等といった程度

のもので、之等も考えてみれば、やはり、 前記の経験か・

ら得られた智識である。つまり 、自分の頭から出た設計

に対する体験というものがまだなかった時代だったので

ある。

これらペテラ: / 諸氏の体験を習得すゐのは、それ程骨

が折れなかった。が、. . … それから先がさっぱり進まな

かったのである。それは、施主も建築家も 、工場建築は

機械の君主いであるとL 、うような概念を持ち 、構造設計者

の腕にまかしたという風が第一の原因であったろう。換

気、採光を一応考えた後は J 全く計算; 屋の一人舞台でら

ったのである。

第二の大きな理由( 士、工場の位置が建築家の居る場所か

ら離れた所に; b'り、且つ、

工場{ 士関係者以外には泌官官、

にされていた、ということ

' C: ; ! oる。折角苦心して設吉十

したものも、出来栄えを反

省 し、叉批判 してもらう機

会が少ないのである。叉こ

れと反対に、自分以外の設

官1者の作品を見聞する種差会

も! . : } 難かったのである。

H enr y J. Kai ser  :  kai ser Steel  Pl ant  at 

んで来ただろうか。私が工

場建築の実際を学ぶように

なったのは、昭和11年頃か

らであるから 、建築家の登

場開もない噴でまbる。した

がって、私のようなかけだ

し者でも、権造の方1mを専

攻していたというだけで、

工場建築の設計の仕事- を与

えられたのであったD 先ず

Font ana， Cal i f orni a 

こうした状勢下ではあっ

たが、幸い、私は良き指;i，(

者、盤解ある施主を持った

ので、見学 、災験等の機会

も多く与えられ、叉研究的

な設計もさせていた民・いた

こうして鉄の畳にして言う

と、約20万 トγ に近い工場

を設計 して来たので・ibるが

きて今日 、私はどんなこと

を学λγ と来たかを考えてみ

ると、会くお恥しい次第で

あるが、昔私が教わったこ

と以上るまり変ってもいな

へ γ リー・カ イザ戸作、カリフオルニア州

フオ γ タナのカイザ戸製鉄所

いのでibる。

1 平炉工場 Ｒ 火力ｾ電 所 3 熔鉱炉 4，コ ーグス炉

私は当時のペテラ γ の方々 5，副産物工場 6. ベY ゾール 工場 7 石炭震を君主

から色々指導していた口、たのであるが、その当時習つ 工場建築の奪門家

たことは、一言でいえば、外国よりの輸入建築、或は、 工場は単に機械のI D : いではない、ということはもはや z

それらを真似てやられたものについ ての経験の範囲を出

ていなかったのである。例えば、鉄背' の加工や建方の1III

から見た設計上の細かい注意事項、臨や7. k 切板のおさま

り等の注意程度であって、多少設計ら しいにおいのする

のは、採光窓面を斜めにとることは理論的には結備でら

るが、我国では実際上は面白くないとか、島根 トラス の

議も異存はあるまい。考えよ うによ っては、工場はそれ

全体が一つの機械であるとも言える位でるって、原料か，

ら半製品、そして最後の製品となっ c出て行くまで、所

設機械から機械の間を 、或はコヅベア 戸、ホイスト、グ

レーγ 等、工場に附設された機械によって、或は トタグ

ター、手抑 司王その Ｈ ｉｾ の運 搬設備によって移動して行くの ｷ

9， 



アルパー ト・ カーン重量計クリ ープラ ンドの り・パブリツク 鋼板工場

左の写点は宥の写3誌の見下した所で特に歩道に注窓 右の写点は熱間圧延綴で歩道、階段に注; 0:0

されたい。話f手に運転室が見えるが人が居らなし、

であるが、之等は物言わざるお客様とも考えられるので

はなかろうか。そして機械や、そこ 'e: f!到し、，ている人々は

これら物言わぬお客様のサーピス機関なのである。この

織に考えて来ると、ホテルやデパ ー ト等を設計するのと

少しも変らない様に思われて来る。ホテルやデパ ー ト室与

を設註する時には、建築家は先ず、充分ホテルや，デノミ ー

トを研究するであろう。: t o 客の側に立って、色々のホテ

ルやデパ 戸ト の実例について研究する外、経2当者の経験

を聞い て楽屋裏からのぞく 、・そして設計したものについ

て、叉色h の角度から之を研究する。こうして真剣にや

って行〈内に段々と 、ホ テル 、デパ ート の権威者となっ

て来るのである。

工場も之と同じような ことなのであるが、f荷ほ研究す

ベき内容が前者に比ベ て技術的であって、かなり専門の

智識がないと 、理解しにくいという点はあろう。即ち 、

lill 鉄工場を設計するには、主主鉄のことを或る程度知る必

要があり 、紡緩工場、化学工場を設計するにも 、それら

の工業につい・て一通りの智識と 、出来るだけ多くの実例

を知って置〈必要がある。そして一つでも多く設計の体

験がある程次に同じ種類の工場を設計する時、力強い。

こうなってくると 、一般建築でも 、人によって段々専

門に分れて行くように工場建築も亦、段々専門的となり

紡績工場の得意な建築家、電工業或は化学工業工場の得

意な人が出て来るでｾろう。叉そうなりたいものと思っ

ている。たピーつ気をつけたいこと は、医学でも専門医

のあり方を間違うと 、ちまりにも自分の玉工場からだけの

診断や処理に片寄り過ぎ、遂には、病気は直したが生命

を失わ しめた、 というよ うな妙な結果を来すかも知れな

いことでらる。ど うしても設計の最高の責任者l士、設計

の全体について建築家と しての自で見通すことが必要で

ある。自分の得意のものは勿論、そう でないものでも泊

五なる判断を下し得る器でなければ建築の設計は出来な

いというこ・とである。叉自分でも 、その判斯が下せぬこ

ーともらり得るであろうが、この時でも少くとも、その道

のエキ スパ ート の意見をきくだけの手配と努力はしなけ

ればならぬと思っている。少 し余談めいて来たが、私が

こ L 可さ言いたいこと は、工場建築の専門家が出て来いと

いうことに尽きる。

工場殴計に当って何を第一に脅え るか

ー般建築では建築家の腕をふるう 所は、先ず、プ号 γ

であろ う。所が工場では、プラ γ は製産工程によって大

体決まって しまう事が普通である。叉プラ γ の決定に建

築家が参加する機会も少いのであるが、今日の建築家の

工業智識l : は放し方あるまい。がんらい、こ の様な方面

には建築家は勝争Lた素質がらるものでらるから、我々の

努力次第で、基本計画のときから参画を期待されるよ う

理 想 的 床 材 料

リ ノ リ ユ ー ム リ ノ タ イ ル

特 製 Y ノ Y ユ ー ム糊 Y ノ Y ユ ー 十 ・ヲ ツP ス

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

本社 ・工場 兵庫県伊丹市伊丹五五八 電 話 伊 丹 1 ・51 ・69

大阪事務所 大阪轄区諜三日3 Fピノレ 東肢盾 東京建計鶏周1男市J 手Uピノレ
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になる訳であり、叉そうなりたい k 思う。 なしい構造を慾している。計算技術だけをふり廻して峰

今の所、プランが与えられ、つ口、て建物噺商の概要 し々 く構造を取り扱 うべきものではないと信じるもので

が与えられ、それから先について建築家の領分 となっ て ある。計算はあくまで紙の上の数字であって、現実の力

いるのでらるが 、我 A がこ の・時考える問題は ①換気、 の問題をどの陀度表現し亡し、るものか、色々の角度より

径淑光、①熔造、①エレベ戸シヨン、 包耀済等が普通で 計算を検討 してこ そ信用せられるのでらるが、その角度

ｾる。工 場の作業能率 、 労働者の安全 、衛 生等の問題は とは、 応力皮 と挑みは申すまでもないが、こ の外 クレ (

安全衛生規則、建築基準法等の影仰を受けて大いに電悦 ν 等による建物のゆれ、 鋼材の腐倒! の問題〈屋外に露出

される傾向となって来たようでらるが、 そのためには された鉄骨栓で水平ラ チスは斜ラチスよりいちじる しく

①、①、 ①の事項について真剣に扱オオ1 るようになって 腐創掛早い〉、美 しさの問題、 将来の模様替に対する問

来た。今も設計中の莱工場に於ても 、換気の換型実験を 題〈工湯は大抵いつかの先には撲機苔を必要とされる時

やりつ L ある。叉、クレ - :/ の迩転者が安全に退行し得 期が来る一一工場は生きている〉、 基礎の不同沈下が:起

る歩道をクレーシガ ー〆イ乙沿って設ける様注文される った時の滋響、施工上の問題等身、 考えるべき点、はずい

緩になったことも 、昔を考えると夢 明圃白骨 ・一一ーー 分沢山ある。美 しさ の問題など と、

の燥な気がする。以前はみすみす、 麗謹F四・... -¥1髄掴園田 工場建築に対して何だかのんきな こ

グ ν 戸γ と栓との聞に挟さまれて命 盤 調 、唖民一. . J 富島- 圏E とを言うようであるが、や{ 士り無休

を落とず実例が幾多ありながらも 、 轟態調『 、臨A 審理圃圃 裁なものよりすっき りとしたものの

このような歩道をとることは一種の 轟酪霊 理題滋霊園圃園 方が良いに違いない。 私はこ の点を

引 く 嶋 崎 え ら れ、一部の工 網 島 ' 轍 閣 時 ぼ く れ、言 向 上 の もの

場の外、仲# とろうとされる所はな a 罷誼r . t 4 面画盤、. でるっても 、その場所には絡好がつ

かったの 怜 る 。 ク レーγ への昇降 J 纏 J I審 品 かぬというような場合、こ れを採 ら

も、 前ば掻き登り尚子だけによった 、詮騒遭 い r 1匝 祖 国 なかった例も持っている。

のが 針 。 た が、最近ではちゃんと Y 謹 霊 堂 刈 瞳壇画薗藍盟踊璽酒量 最後に経済の問題であるが、その

したF普段を設けるようにもなった。 ; づ譲欝蚤4鑓開園. - - - . 盤F醐守 工場の生命 とな るべき点に関しては

この事からだけでも工場建築につい ぷ 議 磯 野 時 計 忍 出 紛 の こ 比 する、そし C そのi也の

て、 単なる機械を雨露からふせぐ と 酋w罷鰯誼猷向型噺削蝿翠欝!' j 温 点では極度に節約する場合。或は工

いう概念から、物を製直筆する建築と 園E 欝絞園田圃.......... 二噂醤. 事費の大部分を占めるものについて

いう ようなものに変って来たことが

察しられる。
莱 焼 結 工 場 野 ク レ- : / ガ戸タ柱

充分検討を加えて目的を果す場合、

等その時と場合に応 じて色々の方法

をとられるであろう。が特? に目標を
きて、前に挙げた色々 の点につい

て考え るのであるが、一般建築でも

破 損- 65 x 65 x  8  

そう であるよ うに、工場そのものによって大体生命とす

るものがらる管である。換気を第一とする工場、絶対、

雨も りは勿論、議雨のようなものすらはいって来てはな

らぬ工場、強さを第ーとする工場、宣伝の: な味もあって

定め、現在進行中の設計についてそ

の方向を見失ナJ むことを心! 懸けることが最も肝心と心得

ている。例えば鋼材の所要量等については、必らずスケ

ッチの時代から数量を求め、之によって目標を定めてお

〈のである。 これを実行することに より 、鋼材の使用方

、明 るい外観の美 しい近代建築らしいもの等身 、これ ら 法について必らず何か得ると ころがあり 、次回設計にも

要求される事項の内、その緩急庄しきを察し、設計の焦 大きなより所をmるものである占 いろいろと勝手な こと

点を定める ことが私のねらいなの. ( ; ある。宿泊設計につ を替き枚べたが、新しい閉幕; こ当って私の抱負の一端で

いても、→ tt 建築での役割と同様、私はあくまでも第二 あります。

義的なも の と考える。設計の焦点に合せてJ笠え同なおと 〈筆者大茨建築事務所専務取締役〉

大阪市東区瓦町 2丁目( 三和ピ1. 6階)

結 束 工 社

北浜③

377. 378 

東京都中央区銀座東6丁目ホ民館ピ1" 屯諮銀堅 ( 57) 幻 44
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我 国 紡 織 工 場 建 築 の 発 展

北 向 鋸E屋 根

慶応 3 年我国鴨矢の機織紡績工場としC開業 した鹿児

島紡綴所は石造鉄柱だったそうだが、明治13年民間紡績

所発足以来第一次世界大戦の頃まで我国紡織工場は殆ん

ど例外なく 、外壁際瓦、木造平家建、北向鋸屋根の形態

を とってきた。只英の間永い年月を経て各部詳細は追 々

定型化され、例えば梁下高は15沢、東西の柱間l 1g足、外

壁煉瓦は柱型を外にみせる一枚半積、床はコ γ グリ 戸ト

の上に板張 句等粉 標々準化されたものが出来上っていた

第一次世界大戦が終って我国でも 〈也・界的な現象だっ

た〉鉄鎖が〆ν ヒ'; :/ グ的値下りをみた頃から、柱 と，J、屋

組 とを鉄骨にした工場が多 < t1 1') ， 同時にその当然の結

果 とし て東西の柱径聞は22日尺乃至それ以 上になり 、叉煉

}r.3告を忌避する' とい う関東震災後の風WJ から、外壁(ま煉

瓦造より も鉄筋 コY クリF ト造が多くなってきた仁掠瓦

の方が断撚上良いのだが〉。 南北の柱聞も鋸の棟二つ三

つを 1 径聞 としたものも使われた し、 小屋組を室内にみ

せないよ うにガ ー〆戸式にして天井裏に入れたものなど

も可能になってきた。 〈後者は今日最も一般的なもの と

して使われてい る〉。 その間紡織機械は殆んと' 単独モー

タ戸にな り、モ- 5t 戸・ プーリ を頭上仁お く必主主がな く

なったので梁下15尺 という のが再検討され、建築設にも

随分綴くこ とと て次第に下がって来、遂には10沢程度の

ものも現われた。室内照度を一層均等にす るため録の窓

を少 し倒 したりもしたものであるの之等変革は何れも建

築土が建築計岱jに参加 して遂行されたも ので、矢張 り紡

織の専門技術家や経営者のみではよく 為 し得なかった所

が多いと考える。変革は一朝にして為 されたものではな

く、 緩慢なものであったけれど、紡織工場の設計に対す

る建築土の参l'.DJを確定的ならしむるに与って力がらった

もの と舗 は感じる。願わぷば今 日工場の設計に参劃さ

れる建築士賭兄も 、経蛍者乃至専門技術者の指示する と

ころにより 盲 目的に構造音常事をやり 、盲目的に君主を配 し

たりするような事をされず、彼等の哀の要求〈使用目的

作業の性賓と状態、そこから生まれる真底の要求 という

ものを詳 しく上手に呑みこませて呉れる技術者や経営者

は先ず殆んど居ない。それは彼等がその必要がないと思

っているからである〉をよく 研究されて、建築土でなけ

れば出来 ない様な“ 協力" を彼等尚 Zげてほしい。そう

すれば自ら建築士の行く 道は拡がって行 くだろ う。

閑話休題。

ところがこの境、在来の北向鋸屋根についての批判出

強くなってきた。抑々と の形態が永年に汎句愛用 されて

い る原因は云う 迄もなく 直謝 日光を避け 〈之は紋績工場

12 

若 木 望 太 郎

に於ては単なる 「舷輝」 という問題のみではなく、若 L

直射が入るとその個所の繊維 の 含 Ｗ ｫ ｾ 容が他の個所のそ れ

と違ってくる。非常に帝国い糸状になって1 本 1 本走つ ご

いる繊維や、フワフワと l oose な状態にらる綿 などには

特に之が鋭敏に出る筈である。 すると製品に色 4 なム ラ

が生じる、と云 う殆んど絶対的な主要求に基く ものでるる

〉ながら広大な面積に均等に して充分な照度を与え るか

らでるる。併 し之には種 h の難点も ら る 戸 ー

( 1) 谷樋ヵ: 非常に沢山要る。

谷樋は建築上院l ' iるの嫌われものだがその谷樋を田容々 水

平に盛富に抱えてい る鋭慶倶は、常に雨漏に脅やかぎれ

・ている。鉄板の谷樋はハγ 〆付けが無理な為 もらって、

いつも修理をしてい乍 ら寿仏は12- 1 3年{立の ものである

之を救 うのに銅鉱を使っているが之は大体成功 している

ようだの筆者の会社{ 土柱と谷健部とを鉄筋 コ: /! I リー ト

造に した工場を持っているが、之は雨漏り は全然無い。

尤 も他の鉄筋 コy グリ{ ト造工場 と同様柱が太 くなる欠

点がある。

( 2) 広大な硝T I自が冬季に給ニ認する

御承知の i湿り車i 織工場の室内空気はその取扱 う繊維の

種績 と工程 とによって違 うけれ ど、夫 一々定範囲の温度

I 表 繊維工場室内空気i刷牛綜合表

。 室 温 o F  I 比 湿 %

一 一

統 綿 7 5- 8 0  5 0 - 5 5  

綿

粗 杭 棉 7 5- 8 0  6 0 -古 5

粗 紡 7 5- 8 0  5 0- 6 0  

紡

精 骨主 6 0 - 8 0  5 0 - 7 0  

織 布
6  Ｘ ｾＷ＠ 5  8  5  

人

紡 糸 7  '0  8  5  

撚 糸 7  0  6  0  

絹

織 布 7 5- 8 8  6 0- 7 5  

生

統 綿 7 5- 8 0  6  0- - 1)  5  

精 紡 7 .5- 8 0  6 5- 7 0  

撚 糸 7 5- 8 0  6 5- 7 0  

糸

級 布 7 5- 8 0  6 0 - 7 0  

統

枕 毛 7 5- 8 0  6 5- 8 5  

精 存主 7  5- 8 0  5 5- 8 0  

毛

織 布 7 5- 8 0  5  0- - 1)  0  

試 験 所 7  0  6  5  



位置愛知県碧海郡安城田J

設 計 営 繕 課 垣 原 竜

施工 藤 木 工 務 庖

卒面図説明

1 紡絞工場 9 ガ レ 【ヂ

n ボイラ 戸 10自転車置場

ー工 場 11男子寄街舎

3 工 作 室 12 社ハ 宅ー

4 織布工場 13女子寄宿舎

¥ 申

6 紡績工場- qFJ 14 学 校品

6 浴
場 15 榊 3、uι • 

7 食
堂 16 家1 Z C ｾ＠ 臥 e苗事事事芳予う

8 事 務 所 17 職 員 寮
倉紡安城工場置配図

と湿度とを要求される。その範囲は多分に経験的なもの

で人によ って国によって差があるが各例を待合してみる

とI 表のようなも のである。日本では結露を防ぐため極

力湿度を下げて運転出来るよう努力され・ているが、一方

各種新興軍事維の出現は益4 湿度を要求する傾向にある。

米国では文献の数値に拘わらず現実には80%以上の比視

をもたしている ものが頗る多い由である。叉日本では混

調装置を夜間の} 定時停止するので一層結露し易い一一

Corbusi er 式に硝子函を緩めておれば別だが一一。

之に対して在来は硝子を一枚乃至二電にして、露滴を

如何に巧みに排除し、下に落ちないようにするかに関心

が向けられていた。ところが之が中身うまく行かない。

結露を谷憶に説くため小さな間際を採ると直きに挨で詰

まるし、詰まらなければ隙風が入って結露の原因になる

。極めて寒冷地になると結認が排除の途中で氷結するこ

とヰえある。

叉硝子の 内面に積投ーが突出 していると露骨蜘: 硝子を伝

わらず荷下するから、銚返りなどして下まで落ちるので

横践を設けられない室が伺当ある。下述の様に塵挨も潤

め易いから機感は望ましいものではないn そ うすると硝

子一枚の大きさが大ぎくなって、為に厚みが厚〈なり 、

工 場 外 線

建築費に相当簿〈。

( 3) 除雪の困難

積雪地方ではこの形態は最も除雪費のかかるものでる

るn のみならず積雪は直ぐ採光を妨害し、余程せっせと

除雪しない限り窓が用を為さぬ程である。

( 4) 塵挨の堆積

室内に塵挨の溜る個所を成るべく無くするのは一般工

場建築共通の要求ではるる けれど、 紡織工場では、帰除

其他でこの塵挨の枇積が若 し飛散したら製品に著しい欠

|絡を主主 じる事は明白である。 一一紡織工場はいつでも仕

掛り品が機般にかかったままなのだ一一。特に棉紡績の

室は綿鹿の飛散( f 谷にフライと云う〉がかなり多しこ

の要求は切実なものがるる。その場合小屋組はガー〆 戸

式に天井裂に入れて了 うことも出来るけれど、錦屋根の

窓台を無くす.る訳には行き難い。この事は今次敗戦後非

常に電要祝されてきた。

( 5コ室容積の巨大

上記の他室容積は出来る丈け小さい方が空気調節費が

少いと云う説がるって、之が鋸屋根反対の最も有力な論

拠になっている。併し之ほ表現方法がまずし、。室容積そ

のものが直接熱量言句Eに関係する釈では決してなく、寧

左 第一紡績東側 右 織布ヱ場北側より第二紡績を望むタト壁は各工場及附属建物共全部モル F ル豊富得賞

色モルタル吹付仕上げ。
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ろその室の外気に面する面積と 、その菌の撚伝導率 ・輯

射能とに左右されるのである。その点で鋸屋棋は室の放

終面積を著しく多くするものだから最も不経済な形態で

あると言える。見た限から云つ C も梁上の三角形の空聞

はーー梁下の低い場合などは特にーーばかに大きくガラ

シと して如何にも無駄のようにみえる。換気の curreut

も smoot h に行かぬだろうし、随って温湿度の分布が不

均等になる。〈給気用の〆ク ト吹出口はあるけれど、排

気乃至再循環用の〆ク トと駁入口をもった工場は今日極

めて例が少〈、数千坪に汎る室内を全体空気が流れる様

なことになっている。この為 ai r curr eut の .smoot h

な事カ2非常に大きな影響をもっ。但し之では到底完全な

湿湿度調節は出来ない筈なので将来必ず改良されるもの

と筆者は考えている。只床面に排気ロを開〈ことは、糸

跨や落棉などを投入されて失敗だったという歴史がるる

由だが、現代の臼木人とは果してその程度のものか ?

以上の様な批判カ屯怠くなって、在来の銀屋根形式は種

々変化を来たしてきた。

筒型窓 ( L i ght- WeJ J ) 附陸屋根型

之は昭和の最初の10年間に所務「東洋紡式陸屋根」と

して相当方々で採用された。鉄筋コＺＯＹＧｾ，Ｍ ー ト造の陵屋

根〈多〈屋根版だけ鉄筋コシタリート造で之を鉄骨のガ

戸〆 F と柱で支えている〕に多多数の採光用角筒( l ight

- weJJ ) を間列したもので〈本誌別稿呉羽紡庄川工場の在

来建物もこの例でるる〉、 採光を或る程度犠牲にし( 筆

者はこの型式の経験が無いのでどれ程のものか資料を持

つーていないが、、朝夕各 1 時間位点灯碍聞を延ばさねばな

らぬ程度だという。照度分布はかなり良好だろう〉温調

負荷の減少、特に ｾｌ 号負荷の滅少〈冷房負荷の方はその

i念青十の内 、 建物の伝導によるものが普通の鋸屋根でも

日本の中部地方で1 0 - 20，% 位なので如何に軽減しても

僅少なものでらる〉を計っている。嘗つての東洋紡京域

工場では正月の三日間の休日良中、室内混度が2

0

C しか

下らなかったと云う話を聞いたことがある。叉この lig

ht-weJJ 自身は建物の方向如何に拘わらず京北に向ける

事が出来るので、工場の配置( l ayout ) Iこ1倒的が無い。

かく理論的に優秀な考築で沢山採用されたのだが、実

際上雨漏りに困るらしく終戦後7合んど使われなくなった

ょうである。

無 窓 工 場

前項の型式の更に発展したものが墜屋根式無窓工場で

るるが、之に就いては率先我国鳴矢の無窓工場を笑現き

れた呉羽紡庄 )11工場〈別稿〉にみられたい。唯ーの悩み

は建築基準法違反であったが、之も日本紡績協会のEI5願

運動と関係当事者の御理解により近く法律改律改E をみ

る機運にあるのはよろこびに! 笹えない。

南 向 鋸 屋 根

戦時中軍需工業の聞に鋸屋根の北向に対する再検討の

声が包こり、その元め〉巨大平山主主博士等により模型実験

まで行われたのである仁建築学会論文集第21号昭和16年

4 月94頁参照〉が、敗戦後紡織工場にも一、二南向鋸屋

根が床用されたようである。上; 己実験によると夏冬共室

混度が数度〈晴天時〉南向の方が高いことになっている

けh ど、之は屋根の構造の異る紡織工場には直ちに適用

出来ない。併し屋根を保温することは外気との温度差に

よる撚伝習を防ぐ丈けであり 、伝導熱は北向と南向の差

は殆んど無い。従而実験の1昆度差は日光のw射熱駁収に

よるものとして誤りが無いならば、紡織工場でも南向鑓

屋根は夏冬共熱扱J肢が多くなる筈である。夏季の草花射を

防ぐにはかなり煽を出さねばならぬ。聞は採光を防げる

( 写E証言究明〉 左第一紡績の東西側は鋸歯型になっていたのであるが、冬季の窓面 tこ当る北西風が相当熟損失

に関係すると云うので前頁写真の様に谷の都を補足して高くした。新築の織布と第二紡績は棟の高さで一直線

に揃えた。織布西側の突出郵は授・気用メイゾ ・〆グトで大西常務の，発案による新しい試みの一つである。

中 第二紡絞工場内部' 鉄骨は倉紡今治工場のものを移転した。友商径問22' 乃 至33' : 換壊の堆積1問所を無〈する

ため出来る t: け単純な形態をとり 、柱の如きも鉄骨の内部はモルタ ｽｾを宮古め τ ベゾキ塗仕とげである。天 井 は

杉板のヒに綿布' d: ' 1l 占 hベゾキ仕上げ天井保温はロック ・ウーJ しを7 ?初アルトで包ん fご版を使った。谷認号、歩

道はスタゾ〆 F ト・ メタル窓の硝子は二重である。

夜間照明は全部白色後光灯で平均1∞L ux 程度. ( 同社動力課設計〉

右 織布室内部、仕様は第二紡統工場と逮わない、鉄骨は静岡から買牧移転したのであるが、柱のスパゾ1 8 mx

18m、銀の張関 9m なので、写真のような夙に天井を取付けた。天井の硝子は綿入縞硝子結露しでも下に落ち

ないまうに工夫してあるが、今の所結震は全然ない、換気〆ク トは天井裏1: 入れると結露するので出しである，
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だろうけれど併し之無くしては南向の怠味ば大分無 くな

って了う。闘はあっても冬季は要性l段i放が多く なっ亡好都

合でるる。尤も之等の$ ( : J : 附天のみの事で曇天には南向

も北向も何等変りないのだから、日本海沿岸地方の伎に

冬寧日照の少い所では適用しない。が一般に、冬季は北

西風が卓越しているので熱伝:浮上も多少南向が靖利なの

であろう。

このように 閥 を附ければこの形態は熱経済上良案ＺｲＺｾ

るが、他方窓の直射光はt回 J に拡散 させないといけない

叉この拡散が理想的に出来たとしても天候によって時間

的な照度変化が著 しく、その変化は数倍乃至lOf音にも逮

する筈でるる。之は勿論労 働i忠生上好ましくないだけで

なく 、f r ul . 湿度の均→周節にも 殴 段 見 る ときが多いので

はあるまいか。筆者はこの形式にも経験がないので、願

わくは濯機のらる方# の御教示を賜り度いものと念願し

ているの

其 他 の 形 態

敗戦後銭屋俣に、更にズ ).1: をつけて室容債を減らし、

同時に挨盛潤勿場所を無くしようと云う考え方がかなり

採用された ( 1 、 2 、 3 図参照〉。 この内 2 図の形式が

本誌掲載の倉紡安城工場の織布室に使われているのでる

る。云う迄もなく止と種一聯ゆ型式は附け天井の傾斜が級

くなる程、採光がやり簸くなり硝子面積を多〈要する半

商、室容績は益h 減り、ai r curr eut は s mooth になり

叉座挨の准旗揚所も少くなる。

止t極型式の深光設計i士、附夫弁の硝子治: 透明だと簡単

なのだ治L 光線の拡散のためmりや絞硝子等を使うと国

伺! なことになるn というのは之等が完全拡散をしないか

らでるる。之に就いては別に発表の機会もあるかと考え

るので援には単に、普通銀屋根とこの型式との来光がど

の狸皮具るかの概念を得て頂くため、当課の宍測犀光率

を少 し掲げる仁実測は当課松井孝君によるものである〉。

- 4 ， 5 ， ｇ 図参照。一 Ｍ Ｖ 図のものは ｬ ｬｦｦｩＮ［ ｩｊ［ｾ効果が 知

る良い。

附け天井を下げれば下げる程室容積は滋り 、換気. s : はそ

の割に滋らないから換気回数が多くなる。そのため、天

候英他の変化による影響は早〈現われる代りに、温湿度

の補正も短時間で出来る。そうなると米国のように温度

を三主

主ｾ
7 ーでさミコ，.，

， 

ー ._

湿度の自働調節装置〈故障の無い信頼性のある〉が慾 し

ものである。そうしたら換気装置いを終夜運転するのに

も楽である。何れそうなると思うが・… … - ・… 。

今 後 の 行 衛

ドイツ其他に多くみられる、屋根版までを鉄筋コ γ ク

リ戸ト造にした銀屋摂形式は、日本では例が極めて少い

( - 、. こるるそうである〉。 之は日本ではスパ γ の轡j合

に柱が太くなって建築面積にも相当影響がるるため と、

一般に坪当単価も高くなり勝ちなため、叉面積が広大な

ので不同沈下温度応力等によりグラ ックを生じ易いため

更には盛摂仕舞の商倒なためもあるのだろ う。拡援も そ

れを予め慮っ ておく必要がある。 併し耐火性については

之に優るものは無いのだし、 将来鉄筋の vor・spart nung

が出来るようになれば住径問、もずっと広〈 出来て、柱の

太さも建築蘭積に余り影響しな〈なる訳だから、必らず

多〈使われるようになるだろうと恩号。

軍属建の工場は外国には非常に多く 、紡織工場でも 間

分あるそうだあるが、近頃米国るたり可きは、従来i n: 層建

だった稜工業例えば医薬品製造工場、レー夕、) ・' ラジ オ

製造工場の如きまでが綴りに平家建に転換 しつつある よ

うでｾる。而も之等は大抵無窓工場でるって 、 広し ， 、面積

に弘t な採光を与えるためのものでは全くない。材料製品

在迩搬E客動する装置が極度に発達 しつつある米国に於 て

もやはり之等の袋置を使うのに、平家建の利便さ、能率

の良さは余りにも麿然たるものらしく 、何れも之を強調

している。拡践に使なのは勿論であるが、柱径間を大き

くとれて、将来の機械の変更、採替等に支隊を来たさぬ

ぺデスタ Ｑｌｾ ￎｩ f; 

太滞組株式舎批
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講堂舞台正面

舞台の奥にはホリゾ Y ト会設けてある・。

舞台正面の筒袖部はフーナ・ 7 ロ戸リゾグ竪i J J B 銀入り小

豆色仕上げ、室内天井及壁は 7 ・ラスタ { 粗百仕上けの 1--

淡ノj 、豆色ベ ゾキ塗仕上げ。照明は白熱灯間接照明。狭写

室は鉄筋コ γ グリート 透。

( Flex i bi l i ty) ことも緩んに言われている。

、日本では種々の原因のため〈建物め貧弱なことが一番

の原因だろう〉重層建の紋織工場は筆者寡聞にしてその

例を開かない。だが日本合{ 主上記米国などの趨勢と反対

に、今になって重層建を考慮せねばならぬ段階に立到る

のではなかろうか。それは敗戦後五基地を決して工場敷地

にすることが色々困難になってきたし、その iuJi 絡も箸 し

く上昇しているからである。アメ リカは都市を隊れて立

地すれば敷地は幾らでも安〈入手出来る。日本は単位面

積当り農業生産額が世界の水準をはるかに上廻っておs

農業人口 1 人当り農地面積に到つてはお話にならぬ狭小

さなのだから 、今後共敷地l士相当高価につくのではない

かと』思う。重層工場も姶てたものでは決してなく、人工

照明の発達した今日に於て( 士 、建物の黙損失の極ィ、な形

態として再考の余地があるようである。

無窓工場は蛍光灯の発達と共に誰々発展するだろうが

只米国為たりでも鉄筋コゾタリ ー卜 造屋摂版の陵屋様 と

云うのは余り無いようで、柱も梁も鉄背・で屋根は具型の

鉄板などで葺いている。勾配も院長る緩いの台、雨の多い

日本では今の所望めない話f劫: 、之( 主何か良い建築材料

がw来ないものだろうか。例えば勾配は 1 寸でも 2 寸で

も卦けるような材料が。

;lt l! ll 梁下，1 : 既述の如く段々下がってきているが近頃筆

者t士、之に疑問を持ちだしてきている。というのは今日

系j 織工業の賃銀水準は住民る上昇しているので之からは、

米国のように、F製品や製品の運搬労力を省、〈司子治帯えら

れねばならぬどろう。之等. i t ' T I 搬装置は何れも1怪い物をiill

. . d ' のだから、自働的な over head 式のもの 治議も 便利

な答である。そうすると 10以程度の架下両では困る時代

が来るのではないかと危悦している。

夏季の熱、駁J吹は建物の伝導よりも日光の秘射によるも

のが数倍あるので、将来アルミニウ ム主主等を使うべきだ

と筆者は考えている。之に限らず建築材料の害白主に期待

するところは頗る多く 、例えば殴殺ガラスとか ' 3.(. は暖

まる硝子とかが出来れば、こ の論稿も大分訂正を要する

家政教ホ ール兼食堂の出窓廻 9，i)反政務lま女子工員が ようになる筈だ。純虚断材も 遅れている と思 う。スチー

20名位宛 ここに数ヶ 月起居し，共附1家g，c t のすべてのこ ル・サッシユなどは綴桂のないものが慾 しい等々。之等

とを習得するための もの。彼女等が段村に%' ，って行った は詳細の事になるので省〈 、

と き に も 矛 盾 を 感 じ な い よ う に 純 日 本 式 に と 心 掛 け た 。 ( 筆者 倉敷紡償還車線粟長〉

大 会 合
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我国最初の無窓人工換気照明工場

下事

ヌド号・「工場建築特級」に当り数多くの工場建築に対す

る結成ある披見に交えて私. f ，J . を発表することは甚だ潜越

ながら、工場建築の将来に市須な課題でるる無窓人工換

気照明工場 ( Mode r n Wi ndowl es s  Fact or i es. ..... Wi  

t h Ai r - Condi t i oni ng  &  Art i f i ci al  Li ght i ng)  に関

し、 3王国辰初の該工場建設の閃係者として、その現況を

中心に説明唱し上げ今後の未旬字決事項を研究して民き、

法規改モ及完全なる無窓工場完成えの御協力を賜りたく

ま互に同建設の設計を担当された京知| 建築事務所長の倒l縫

慈により 愚見 を述ベる こと に御詳しそ乞う。

無窓人工換気照明工場の現状と将来性

我国に於ては現行建築基準法第ル条により、地下室及

吹函館を除き採光面積がその床而E貨の 10分の l 以上でな

ければ居室の建築を許可 されない依、現行法令の下では

完全な〉る無窓人工換気照明工場の建築は実現出来なし、。

仁労飯盛 準法では法第 ＴＳｾ 民に基き労助夫会 ｦｾ 主規則第 ＱＹ

5条に建築同儀に 5 分の 1 以上と規定されていたのが司

令部の勧告により昭和 ＲＴｾ に改正し削除されている。〉

従って圏内では後述の突験工場そ除きまだ突現されてい

ない現状である。

然し米国に於ては相当以前より此の無懇工場について

後光灯照明 ( Fl uoresent Li ght i ng) と共に研究せられ

機械、化徹、紡績等の各部門に於て相当教 の建設が行わ

れている。特に人工照明換気方式の発達と共に愈h この

無窓工場の価値を認められ、現在では米国内到る処に同

様式江坊が建設されてい る僕俄である。

戦後米国を視察された人々の報告安見ても、米国では

無窓工場、後光照明はf常識であり 、更に底納等ーにまで一本

様式を係I目されて居り特に最商工場では人工換気も自働 .

調整式℃年中ー定の混湿度を保持出来る程度に迄発展し

つつある状況である。〈米国の圏内法は州毎に兵るため

法規の細部には不明であるが、 Nat i onal Bui l di ng Co 

de では日 本河様採光面の床商綜に対する比は 10分の 1

以上と規定せられているが、 突際は特別の除外例と して

カミ、叉は州法で無窓工場の建築を許しているものと恩わ

れる。〉

次に無窓工場方式の将来性としては、従来の自然採光

方式の工場と比較し、その利樹与失を検討した上で、健

康的、作業能率的、経済的見地より有利なことを証明さ

れれば今後大いに発展するもの と思われる。

米国ではその利得を

1.  f 模商照度が均一で年中変化がない。

2. 換気及混湿度調撃が容易でまbる。

元 木 貞 tク:

3 生産管理上有利である。

4. 包力、 生産後等を観保 して経済的である。

等の各種の結論を出しており今後益々無窓工場が発展し

てゆくよう に思われる。

我国では此の. 無窓工場建設が汗される としてもその将

来性は早急には判定出来ない。即ち、事業を措よより考

慮すれば、従来の如き鉄骨構造木造屋狼の自然採光工場

が大規模建築にも許可されれば建設費は最も安価故無慾

工場え早急に転換することは檎困難かも知れない。 然

反面し ① 作業上均ー照度恒温恒湿を必要とする場合、

① 敷地の都合上重層式と し10分の l の採光面積が収れ

ない場合、 ①法の要求通り大規模工場を耐 ζ 防〉火機

造 とし防火墜を十分取らねばならない場合等合は従来の

各様式叉はシヤ戸レ γ 型よりも、陸屋恨式無慾工場にす

ることが有利である。

無窓工場としての建築設備等に闘する細部の具体的

条件については現行法規の規定する条件のみでなく 、安

全 衛 生管理の見地より許 す ｾ良り完壁な対策 を講ずる必 要

があ る。

その 3具体的条件 として考慮すべき事項は庄川実験工場

で検討の結果下記の通りである。

無窓工場と して考慮すべき後件項目

{  1. 耐防火構造 2 防火壁肪火戸

。〉建築構造p .窓 の 有 無 4. 避 難 設 備

¥ 5. 仲 縮 継 手 ( Expantion J oi nり

{  1. 換 気 量 2 気 街

( 2) 換 気 13 有害ガス含有量 4 飛 盛

ｾ＠ 5. 雑菌含有量

( 1. 作業的、健康的適正混湿度

( 3)  i1nl . 湿度i

t  2. A ir - Condi t i oning  Syst em の適否

{  1. 照 度 2. 輝度、チラツキ

( 4ゴ照込ょ明13. 明 暗 の 差 4 補 助 光 線

ｾ＠ 5. 非 常 鐙 6. 自家発宮; 十函

I  1. 警 報 装 置 2. ス プ リ Y ダラ ー

( 5) 防火施設j 3 . ドレゾチヤ 戸 4.消 火 詮

¥5. 補助消火器

仁6) 磁音防止 1 政 音 装 置 2. 防 音 措 置

我図最初の無窓人工換気照明工場

上述の無慾工場に対する実例として。止七度呉羽紡綴株

式会社ヵ: 北陸の旧工場を復旧改造し日本最初の無窓人工

換気照明工場を完成したので、その説明を兼ねて無窓τ

場の各要素につき持者足説明を試みる。

1 . 1 怒窓突験工場の概要
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工 場 名 呉 羽 紡 績 株 式 会 社 庄}II 工場

所 在 地 富 山 県 射 水 郡 大 門 町

業 種 及 規 模 綿 紡 績 5線式ス ーパーハイ ドラフ ト

平均紡糸井 30・・・日38，520鐙

綿 織 機 豊 田 自 働 織 機

52吋幅・ ・・・・・ .912 台

附加工 C綿、ス 7 ) ・・・ ・…2. 5 セッ ト

染 色 〈 ρ  〉・・・… O. 91セット

絹 人 絹 加 工・・ー. .， ・ ・.0. 2 セット

数地全面積・ ・・・・ … 一 - … ー・ー・ ・ー・- ……・ ・74，852Pj1 

建物延面積・・・・・・・・・… -一一 -・・・・・…・ … 26，583卸

加工工場 4，697坪 綿 紡 織工場 1  7，008T1 

附 属 家 8，550坪 ρ  1  6，323坪

この 中無窓工場の部分は綿紡織工場第ー工場の約5000坪

'18 

ｉｾ 布ＧｊＺ

主

?ー『ー

! .  

c  

L ょ. Lk. . . . 主

f育

を第一期工事と して完成 し、 現在完全操業中、

その改造復旧設計 JR畑建築事務所

同 施工 竹 中 工 務 局

工 事 期 間 ・昭24. 10- 25. 2  

温湿度調整侠気装置設計施工建材社大阪支庖

2. 建築t1l ii 盆

無窓工場(i J河屈を密閉される関係上内部の火災を考慮

し極力完全耐火構造か、若 しくは防火構造にす ることが

望ま しい。 今後我国で建設を許可される場合に於ても此

の点{ ま相当厳に規定されることと恩われる。

前述庄}I I工場{ 士、外壁陸屋根、肪火壁、床は鉄筋コゾ

クリ戸ト構造で内部の柱及 トラス( ま鉄骨構造である。住

間隔は22択- 43択。天井高さは梁位置10尺5寸、 梁問中央

ｾＩ＠

.  
"  

宅ー

ム

ムぶμ ' l

ｉ ｾ ・ーー・ Ｑ Ｍ ーーー・ Ｔ ・

Ｎｾ ・

.  .事.

11尺。屋根商はアスフ

アルト 防水13照〈へツ

シヤ γ 及 30kg ル ー プ

イ凶グ使用〉その上部

に京砂利コンクリート

2寸厚、仕上8分厚防水

モルタル塗、 目地 G尺

. 世. .  間マスティックセメン

. 8匹・
ト話。天井は光線反射

を良〈し、温調効果を

よくし、旦外気温との

断熱帯を設けるため ト

芳ス下商に、 ① 下 地

木 枠 ① 野 地 板 ① J レ

ーフ イゾグ 2枚にサゾ

ドウイツチされた炭化

コルク 2吋厚のアス 7

アルト貼付①天井板

( 6分厚槍床板〉①白

色油性ペイント塗… ・.

と非常に部厚〈構成し

天井を設けず トラス叉

は屋根スラプを梁形を

露出している方が多い

無窓工場の火災予防

上より見れば、庄} 11工

場の木製天井はない方

が望ましいが、 コゾデ

y ス予防と混湿度調整

のためには設ける方が



.I- -_______:__ _.. ，… 一個

無窓人工換気照 明工場 仁呉羽紡iff 庄)11工均〉

( L 果線は E xpant i on J oi nt  

無窓工場陸屋根約GOOO州の状況|

¥ ｾＮ宥 上述続 窓 は中央廊下 ｅｸｰ｡ｮｴｩｯｮ 屋根 。

効果的である。従って今後の対策と しては将来優秀な防

火塗糾が出来れば、之を現在の天井下商に塗布する こ と

が考えられる。

無窓工場 と云えば外周の窓、を完全に遮断するのが本旨

であるが作業上叉( 主従業員の心理的配慮等より若干の窓

を開設しておく こ とも考えられる。米国でも完全密閉 と

一部窓を開設 したものとこ通りあるm像。

庄川工場では、従業員の心理的条件も加吹し暫定的に

1 程度の硝子窓を外壁に散在させてらる。

30u 

建築構造T 重要な問題の一つ( 士、広大な無窓工場の場

合に建築全般に対する E x pant i on J oi nt の構造及分割

方法である。

庄川工場に於ても6000J 平の一階建の鉄筋 コゾ ク リート

権造が一体であると、その伸縮，t _ 相当なものとなり特に

耳冬の温度差が30B芝以上であるため屋根商にむ裂を生じ

潟水の原因となる。従って之を防ぐため本工場では E x

pant i on J oi nt を400沢 x 5&O択の平閣に対 して 7 プロ ッ

クiこ分告IJ し、屋根: 言及外壁[il( 下まで完全に分離している

然しこの分割の大きさが果して適切か否か冷今後に残さ

れた研究課題℃ある。

米国の一例としては、iVI ass. }'j、1 F itchburgのS i monds

S a w &  St eel  Co，の無窓工場では360!!R x  561! ! Rの平面

に 対 し て約 ＲＰ ＷＧ ロッ ク涯に分割し 、 その伸， ｲｾ 蹴［手の構造 ａ

は非? 古に良く設言「されている。

館、比の陸屋根商の E xpant i on J oi nt の立上 りを含

めた雨水の排水要領についても屋恨I菌防水工事仕様と共

に十分なる施行方法を取らねばならない。

3. 人工照明

無窓工場に於ける室内照明は昼夜を通じ完全な人工照

問のみを利用する関係上、その光線は極力太陽光線に近

似 したものである こ とが望ま しい。現在では専ら蛍光鐙

を利用されているが之等の白色叉は昼光色は白熱燈に比

し太陽光線に近いがまだ完全ではない。

庄川無窓工場では下記の如き照度の標準にて設計 し、

東芝 マ ツ〆 F L - 4 0  Ｒ Ｐ ｾ 光燈 ｃ ＴＰｗ Ｉ の Ｒ 燈式セ ット を

約 1230セ ッ ト設備している。く2 x  1200-;-( 000、即 ち 床

l可償2. 5拝に約1燈の割合〉

無窓工場内の人工照明が現在の後光燈のみ使用す るこ

とで満足すべきか否かは、太湯光線の各波長につき人体

健康f *1寺上如何なる効果があるかについて、良〈研究 さ

れた上でなければ結論は出 し得 ない。現在庄川工場 に 於

| 区 J  底 )11 工 場 | 莱工場| 労働基 準法

ｊｫｾ＠ 分I ( 無慾工場) ＱＯｾｾｊｧ ， Ｑ＠
作，，，，，，- "1一一一ーで一一一 I( 鋸屋根¥1

持室: ト， 1官宣言1・ 現 状 1¥白熱灯) 1 の 規 定

ユム別 "1 |、 ノ|

G5; 1- ツ 65ル ヅ
20;しツ 粗 な 作 業

タス クス クス

tl O  )/ ， 85  )/ 30 )/ I  2. .? ルツ グス

以 上

100 H l m ρ  50  )/ 普 通 の 作 業

7 ()' 

5'0  )l- ':1 クス

後 通 室 局2∞)/ I  120 )/ 60 )/ 

以 上

織 布 室 中 | 臼o 1/ 

40 )/ 精 密 な 作 業

仕 上 室 局200 ρ 200 )/ 90ρ 

100 ノレ ツグス

以、 上

ても外部より紫外線の入射も な く、蛍光燈よ句も紫外線

が殆んど放射しない故現状のみでは作業員の健康 上の点

より懸念される向もd . ，るが、移績工場の従来儀式のもの

に於ても北完去のため紫外線は殆んど入らず叉特別の補助

光線紋射設備もしていない。現在の地下鉄及地下商庖街

についても最早伺当の年月 を経 ている に も拘らず大した

病状変化の発表をきかない。街環境衛生学の・見地より考

然 しても紫外線の人体的に対す る影神につい ては、殺菌

作用と健康紋が有効である ことは認められ ても 、 これが

健康人に対しどの程度必要でらるかについ てはまだ定説

がないので、 これらの点につい ては今後の研究発表を期

待せねばならない。然し紫外線中の健康綜が補足的に若

干でも無窓工場内に政射され るこ とは望ま しいこ とでる

る。

米国では既に S un T u n  L u mp 等の健康線 ( 2900- 3

100A) 波長の出る蛍光摩を発明 して居り 、普通の蛍光

燈の中に若干数をi盗当に間置 して補光 しているら しい。

叉別に電浴室を設i備 し、 各種の人体に必療な光鯨を照射

し、 無窓工場従業員を一定時間入室さ せ適当量の光線浴

を行っているところもあるとの こと。日本では まだ管球

型健朕線ラゾプが出現していないが何れ最近出現す るら

しいので、こ の点は速からず解決す るもの と思 う。

人工照明を現在の燈光燈台突施す る場合には此の管球
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及設備費が白熱燈に比し相当高価のため、例え消費電力

量 が 約 ÷ モ 餓 節 約 さ れ て も 、 管 球 寿 節 制 崎 間 位

・ではその琢替費が高く なり叉自然採光工場 と異な旬尽周

を通じ一日中〈庄Jl I 工場では約17時間〉点鐙する関係も

ｾり、 全体的に見 て経済的とは 云 えない。然し米 国 で紋

現在40∞時間のものより更に長時間のものが出現 じて居

旬、 日本も最近30∞時間のものが大量生産され出したの

で経済的に非常なプラスとなる。

次に無怒工場の人工照明として重要なことは停電叉は

事故の場合に直ちに別途包源に切替え消燈しないように

することである。米国のシ モゾズ工場では停電の際、 自

動的に蓄電池に拷統され全燈24時間点燈出来るように準

備されている。庄川 i実験工場では非常燈として別途に数

十置設備し停電時、蓄電池電源、え自動切替えにより点燈

することになっている。然し、これでは消防すぎるため

目下、 自家発電設備を準備中で之が完成次第蛍光燈を全

部点燈出来ることになる。

蛍光燈照明の場合、グ諜菌照度を極力均一化し、 明暗

の差をなくし、且チラヅキをなくするため、 3鐙式セッ

トを利用することが最も適切のようである。

工場全般の配光計画は米国に於ても各種各機 ' Cある。

庄川工場に於ても当初の設計以後工場に於て極々研究の

上可成り変更されているが、陰影照閥、均一化、等細部

については今後も研究して完壁を期す必要がある。

4，換気及混湿度

換気については労働関係伝規で規定されているため、

無窓工場については規定量より以上でなければならない

のは勿論、更に之の工場jり特質上出来る限り余総の< b る

ことが望ましい。

この換気に関しては、この他に飛躍量、有ぷガス含有

盤、雑菌合有量、空気イオ y 量等について検討しなけれ

ばならないが、庄川工場では地下水利用の温湿度訳盤強

械俊足を行っているので雑菌及有出ガスの含有盆につい

ては問題にならないが、綿鹿等による飛躍公については

今後も十分調査研究する必要がある。米国では自動ilOi，盛

装置を設備しているところが多い。

温湿度については作業員の健康保持上、快感帯域の混

気 積

換気

20 

労 働 基 準 法

衛 生 安 全 規 制

庄川無窓工場の実例

作業員 1 人当り l 混打綿室 197立方米

精 紡 室 69 !I 

1  0 立 方 米 以 上 l

織 布 室 1 0 7 γ  1  

1 人 1 時間 | 最大換気能力 1  

30立方米以上の空| 締紡室 150立方米 |

気を換気すること | 織布室 ω  グ l  

湿度に調整されることが望ま しいが産業種別により生産

上の要求より多少変化する場合がるる。

紡総事業の庄Jl I 工場では現在下記標準で、温湿度認墜

を仔っている。

この換気及温湿度調盤はfi 禁 場の内容績の小さい無窓

工場の最も特徴 とするところ" f : ; b l ) ，年聞を通じ温混度

を一定に保持する必要のある産業では人工照明と相侯つ

上よリ 精 紡 室

級布準備室

織布ｾ

仕 よ 室



て本儀式を採用することは今後大いに考慮さるべき問題

.(: .あ る。

米国では日本の如き地下水利用の冷房よりも化学薬品

利用の冷凍機を利用し、柱間隔を大にした陸屋根を特徴

とする無窓工場の成の高いハ ウト ラ不の内部に加然、冷

房両機械室及〆 グトを収容する方法を多 〈採用されてい

るようである。然しこの方式は前述のものより設備費、

経常費共に主主力、に高価と なるため我国で採用するには尚

検討の主要がるる。

' ..... ，作 業 室| 紡 絞 織 布

区 、ム;:1混 欄| 前紡| 吋捲糸 織布|準備|試験|仕上
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5. 防火施設

無窓工場は外部を全部密閉されるため内部に発生する

火災については、予防消火等に十分な設備を完備 してお

く必要がある。米国に於ても無窓工場内に発生した火災

の彼告に鑑み、最近防火避難施設について改善するよう

法規を追補している由。

庄川実験工場の防火旋設は下記の通である。

( 1 ) 消火栓〈口径2吋〉

工場周囲に13ヶ所設置

( 2) スプリゾクラ 戸〈ド ν γ チヤ戸 を含む〉

紡績工場内に 1611 ヶ設備、

〈床面積1 . 7坪に約1ヶの割〉

ＨＳＩ 有ｉ￬助消火 ｬｬｾ

消火 バケツ…. . . . ・ H ・........・..，全工場に 5'20ヶ

手拘1消火ポ γ プ… … . ..・ H ・-… I! 110 ヶ

慈庄式四Jj，j; 化炭素消火器・・・. I! 10 ヶ

( 4) ガソリ y 刷筒消防1l I . . . . . ……. . . . .......... .. 1台

( 5) 警報装置はスプリゾグラ戸に附設して配託。

6.  ; l t の他

くイ〉騒音防止対策

無窓工場の特徴と して外部と遮断され天井叉は展段ス

ラプが低いのでその室内で音響を発生する作業では、そ

の騒音度は非常に高くなり作業能率を低下されるため之

の予防を講ずる必' l f がらる。庄川工場でも機滅工場は檎

騒音度が高いので今後正 しい騒音計'e測定の上 100デシ

ベル以上の場合には、底音装置を研究する必要がらる。

同工場では現在周囲内壁面にコルク粉を塗布 して ｾｉ＿ 、

天井には化粧板褒に炭化コル p 2吋を貼ってある。

% 国では無殺の穿孔された金属板にコルクを入れたも

の、叉は軟テックス に多数の穴を穿ったもの等を室内天

井下閣に取りつけ、発生音の約6 0 %をI J &j放する程効果を

挙げているのがあり、之等について我国に於ても今後大

いに研究さ るべき探題でるる。

〈ロ ) f i 喋 員の健牒及心理作用

無窓工場内で働く従業員が、従来の自然光棋を取る工

場で働くのと比較した場合にその人々の健康状態及心理

作用が如何なるものでるるかは、今後庄川実験工場及び

今後いくつかの間儀式工場が出来、その全般に亘 り長期

に観祭しなけオLば結論が出ないので、今はその長短は判

定出来ない。然し米国の文献では天然に支配された工 場

よりも 、Ai r" Li ght  Heat ， Humi di t y， Sound 等につ

いて、適切に管理された場合には作諜員の能率が非常に

向上するととを指摘 してい る。庄)11工場では従来の鋸歯

状屋根工場〈北窓〉より転勤した女子従業員が主体でる

るが、室内が閉るく 、消潔でるるので気持ち良〈働いて

い る。特に従来の紡続工場ではl l f ，聞は非常に朋るいが夜

間の白黙燈照闘となれば照度が落ちるため作業能率も低

下しているが、庄川工掲では常時間犠の状況なのでかえ

って能率が上っているよ うに思われる。

無窓人工鎮気照明機式許可えの努力

無窓式に関する概略については上述の通りであるが、

呉羽紡績及他の紡績会社に於ても今後同様式による建設

の計画を持ち、叉その他の産業についても希望する趣も

るるに拘らず現行法規では本様式を採用出来ぬ故、目下

の重要課題は建築基準法を改正するか叉は緩和規定を設

けて許可されるように努力すること・でるる。

この問題について紡績関係では、東洋、鎚i湖、大日本

倉敷. 大和. 目的ー敷島. 日東. 富士. 呉羽の 10祉の営繕関係

者及結額協会が協力 し、 建築基準法発令直後、及完成さ

れた庄川突験工場を合同視察研究した上で再度昨年10月

の 2回に亘り陳情留を提出 して改正を探求 している。

建設省としては此の問題の軍要性に鍛み、特別に審議

されることとなり 、内l総指道課長及平山京大教授が省及

学界を代表 し庄川実験工場を詳細に例祭された結果、昨

年末、此の必民性を認められ、ヌド段式決現のための法律

改正えの諸手続を考慮される趣にて、平腕。何等かの具体

的事項を表示されると恩われる。我々関係者にとり一日

も平〈本格的審議に上り 、 本様式が法的に ｪｾＧｦ 可される よ

う、建築関係各伎の御協力を切に期待して己まない。

結 び

上述の如く無窓工場に関し極めて不備な%J:凡を開陳 し

汗農民の歪りながら、本機式が今後我田に も大いに利用さ

れる べき前駆と しての窓図を諒とせられたい。

筒、無窓人工換気照閉様式に関する資料を完備すベ〈

努力中につき、本問題に関し識者の御批判を受け、誤 謬

或は参考資事ヰの細部につき御札去を賜わらんことを熱望

しつつ姻筆させて頂く。 C集 者 呉 羽 功 績 K K資材課〉
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森永チヨコレート工場のアルミニューム友射断熱法

機 設

塚口市にある森永製薬チ ヨコレ 戸ト工場の凝固室 ・包

装室 ・イIU一室をアルミ ニューム箔使用に依る断線保温室

に改築せり。一般には黙の良溜体でるる金属の使用に依

る断製法は在来の国体断終材に依るものと、根本的概念

の相異に依り、建築主の理解を得る事の困難さがるるが

一方之には種々の利点があり 、工場幹部の方々の数理的

進攻的な合理性に合致し、之が大規模な実施を見た。

結果としては外観の新鮮さと効率の大に依り 、工場と

L てのー威力を加へ得た事を特記し得 :6 e. i思う。

建 築 概 要

建 築 国 積 凝 固 室 112. 5坪 包 装 室 150坪 他 一 室

37. 5坪 計 300坪

軒 高 15尺5寸北向鋸歯喜屋根

主 体 構 造 鋸 構 造 に し て 外 壁 ば ホ 戸ロ戸プリ Y ク積

C既設〉

間仕切〈新設〉ホ 戸ロ戸プロック叉は木造輪組下地

アルミニユ戸ム＿街ｊｬｳｾり

アルフオイル並 アルミニウームシートに依る断熱法

保温断然材としてアルミニユ 戸ムを使用する断熱法は

反射断熱法でる 'J 、表面の新射殺に対する反射能力を利

用し叉静止して居る空気の熱伝道芸容は OOCt:こ於て0. 0204

k cal /  m. h.c でるって現在知られて居る如何なる保温材

より小である事を利用するのである。金属絞使用に依る

断線法には次の騒額がある。

ａＩ しわ ｾ ｈ 法 アルミニユ F ム箔の厚さの薄いもの 2

fill を使用 し、巾を約15%縮め簡を附して重ね、各層

聞の距駿平均1 0 mmとなる様工作す。出来得る丈け

点接触するJ J f . に於て、保;温効果を表わすものにして

熱伝鴻率小となる。 ｊｾｾ 方は比絞的簡単なるもの不確

実なる欠点あり。〈図1)

B ) コルゲ ー ト アルミニユ 戸ム法 コルゲ 戸 ト板に

隔片を入れて ｊｨｾ る方法でｾるが君主手の詳細不問でる

る。街垂直 ・水平方向に於ける対流防止に困難がる

る。 主 として配管保i混材としての使用が適当でるる

深安窓

他段』島岡崎'i;j:ν
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陶 I  貞 彦

C) 平閣法 金属箔を用いて適当な厚さに間隔片を主権

んで H しわかを附せず張って行〈方法である。此の

方法にはア メリ カに2会社に依るものがある。

1.  F erro-t her ms  Insul at i on-Fl ang an d  manufa 

ct uri ng  co.  INC.  

鋼板の上に鉛叉は錫の合金を貼って腐蝕を防止し

たもので厚 0. 00625" - 0. 01875" の銅板を平商法

に依り貼って行 〈ものである。

2. A lu miseal  R efl ecti ve  I nsul at i on- C.T. Hogan 

&  CO.  INC.  

アルミニユ 戸ム合金の箔及板を平商法に依，) 貼る

ものでらり本工事は此の会社の仕様替に依ったも

の可きるる。以下此の仕様書を列記し、木工事繍念

の説闘とす。 C訳文〉

R efl ect iv e i nsul at i on f or  com merci al  

ret r i ger at i on 

反射断熱迭に依る商業的冷蔵涜

A )  1931年ピ ツY パ戸グに於ける工業調査会の Mell

-on  Iust i tute に於ける試験の結果が c hart 1  tこグ

ラフにプロ トされて居る。申閣すの効果が閉阪に図面

の大部分を占めて居る。高温度に於ける輯射ば要事、損

失の部% を助けて居り低温度に於ては呼% 以下で

るる。

B ) 垂直壁 ・床に於ける空気層の厚さと、熱伝導の三

方法に於ける関係の解析の結果が chart 2 にグラフ

されて居る。臨射の損失は一定でるる。伝道の損失

ば薄空気屈に於て高〈 、厚空気庖に於て低い。坊対

流損失は了度伝道時の正反対である。壁 ・床の断然

性に限り最も有効範囲 ( most e侃ci ent zone) は

1/2 - 3/4の厚でるる事が表わされて居る。

C )  R adi at i on 仁和射〉

chart 1 に於て示されて居る処に依れば全熱量の横

断の少くとも 2/3 は如何なる空気屈に於ても甲掛d黙

の形を採って居る。アルミシ 戸ル板は此の中段対黙の
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。時刷 i I刷 T lt.4岨斥AANT n: s，砂、，. 川 町 民 的 価
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95 %- 9 7 %を反射する。

convecti o'n  ( 対流〉

垂直壁或いは水平空気層に於ける上昇気流に対 して

3/4" 空気居は対流の気流を極少にする事に注目すペ

きである。

∞nduct i on ( 伝道〉

3/4"或いは其れ以上の空気層を適 しての伝導に依る

損失は非常に軽微でるる。木製隔材を通 して伝導す

る裂は木製隔材より伝導率の良い アルミシ ール板に

自然的に流れる。即、斯の如〈 白nni ng action は矢

印に依り図示されて居る如く生じ、 アルミシ ール板

に流れる黙は低い放射価 ( lo w emi ssi ve value)  

とアルミシ ール板の高反射率に依り次の空気層を横

断する事から妨げられる。

D )  A l umi s eal  

アルミシ 戸ル( ま“ Al umiseal " の商品名に依る特殊

合金のアルミニウム板でるる。他の側に放射する全

放射黙の田%- 9 7 %を反射する。

アルミシ ｾｬ レは 単 なる箔・ではなくて、強度と 腐 蝕の

抵抗力を鳩加せ しむる{ 也の金属の少量を含む、アル

ミニユ 戸ム合成の強靭な板でるる。

E )  A l u mi seaI 如 s ul at i on wor k s  t !J is  1v ay  

〈アルミシ 戸ル断然法〉

製 ｩ エネルギ 戸 Ｈ士容 ｾ￬Ｒ 車から笠 気 を 通 し て三つの方 法に

依り伝道される。即惚射対流、伝道でるる。普通温

度に於ける瓶射は全骨草熱の約2/3を証闘す ( char t

l に依る〉そ して芙の転謝黙の95%- 97%はアルミ

シールの黙反射の性質に依り止められる。アルミシ

戸ルは腎尉熱の反射材と して銀銅も同等に見られる

が銀 ・銅は高価でるると云う非実際的な商業的理由

がある。

靭射熱はラヂオ波或いは光波に似ており 、電磁エネ

ルギーであり波長を継続。それ害容の波の如 〈反射に

悩まされる。鋭の上に於ける光線の如〈反射 し、 ラ

ヂオ波の如く 、radar の現象を達成するべく跳ね返

す。斯の如く赤外線〈続射殺〉波は烈嵯断付叩断熱

材と して設置されて居るアルミシ 戸ノレにぶつかり跳

ね返る。対流、島司の方法に依る燃の通過を減ずる

ためにアルミシー ルは保護された面積に入らんとす

る殺は先ず空気庖を適過 しなければならぬ様に設置

される。アルミシ ールの何枚主治: 設置されるな らば

空気層は幾かの連続 した板の聞に作られる。 chart

2 に依れば盈 ・床に於 る対流は空気周を薄 くする事

に依り滋少され亦伝導は黙が通過 しなければな らぬ i 皇J U. ムー ，et ヨイ

空気層 を 厚く す る窃Ｚに依り滋少させる事が判る。 ｾ ｾ＠ I  τて一一一ー

か ｫ エ ト ｾｌＺ￞ＭＮＮＮＮＮぬ」炉、 ｾｨ ι  

chart は壁 ・床に於ける対流闘の両者に於け る黙 E  r  [，マド r γ t J E w f 1./ tr. s疋

損 失を極少になすべき空気層の最も効果的厚さは ー→-

1/2" _ 8/ 4" である事を示 して居る。此の説明は此
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等の配置I ' l P木製隔材の使用に依る 1/2-
3
/4 の空臨

を保つアルミシールの標準に就いてのものでらる。

F )  Al umi s eal  i nsul at i πg  val ue 

〈アルミシ戸ノレ断熱法の価値〉

接近した幾かの空気層をもっ幾かのアルミシ戸ル板

は保越された商積に突際に入り得る熱を非常に少な

い程度に減少する。権威者に依り設備されたアルミ

シールの 1 単位の価値 ( Al umi seal uni t とは垂直

壁に於て8/4"空気層であり空気庭毎に15。以下の温

度降下を有する Al umi seal の si ngl e sheet を云

う〉 は OOF の平均温度に於て 0. 23 B T U/f2/h  

IFOでz.rr; 50F Oの平均温度に於て 0. 29 B T U  1  f 2J h 

F Oである。此の価は3/4" 厚の uni t に於てでるり

此の分野に於て、永〈使用せられた仙の標準の材粉

の1"厚に対する価値と同等か或いはより突質上有利

でるる。熱の流が下向でらる処の冷凍建物の天井の

場合の如〈水平空気層に於ては、対流に依り空気層

を適して黙の損失は実際的に零である。英の理由{ ま

室の頂点に於ける空気は底部に於ける空気より温〈

より軽い。結論的に空気は間位せられ、上りも下り

も出来ない。従って此の室の主なる領失は伝道と稿

射に依る。故に高級反射力のあるアルミシ戸 J レ板ば

鞠射損失を除去し、結果として損失は伝道に依るも

のである。比の伝習に対して使用する最も効果実際

的空気隠は約15/8" である。此の寸法は斯様な水平

配置に於けるアルミシ 戸ル構造に使用せられる。

共処では熱の流れは下向℃・ある。それは既にアメ

リ カ 並 nat i onal Bur eau of St andar d の試験に

依り立証せられて居る板の上下に 1
6

1イ' の空気層を

もっ反射鎖国の 1 副主要患の下向の流に対して コルグ

3枚に近似的に等価である。 熱の下向流に対 してア

ルミシール〈水平位置に於ける 1 つ の 隣 接 し た

1. 5/8"空気! 替をもっアルミシ ールの単一枚〉の立証

せられた価は平均温度 50FO下に於て O. 13BT UJ  f2 

J h/F。である。 アルミシールの使用は量的断線材

( mas  i nsul at i on mat eri al s) に依る断線法から

金〈異なった主義に立掬 して居る事に注意しなけれ
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ばならない。絞:反射の機能を有 しない事は車問f ・対

流 ・伝導に依 り量的材斜はそれ自体に外気を透して

伝導する全線量を駁放し、保護せられた面積に黙の

伝導通過を除々になす無数の小さい空気のシェルに

依存している。

G)  Al umi s eal  def eat s i nsul at i on • s  .  g r e a  

- ter foe_ 

〈アルミシ戸ルは断黙の偉大な敵を敗北ぜしめた〉

周知の如〈冷凍室の断殺に湿気の器入は冷凍技術者

. 建築家 ・建設者亦は所有者に関する最大の問題で

ある。最近蒸気凝縮は断黙の第一の敵として広〈記

るされて居る。' f ! i ; . 気は丁度黙の様に高温の箇所から

低温の箇所へと動〈。外側の温〈湿気のらる空気と

主主の冷たい空気との聞の温度差の大きい程室に此の

要素をお しつけ亦は牽引する事になる圧力或いは牽

引力が大きくなる。此の流れを防ぐ事は閉確に最良

の断熱に必要でるる。量的材斜に於て、それが起る

ならば終局的に材料の内部に露点に達し水に凝結す

る。そして空気のシェルを充満し小さい価の断熱を

放棄する。万一それが冷凍室の断熱に生じるならば

7. K は直ちに氷結し膨脹し断書患や建物に対して大損害

を生じる。効果的水蒸気の密閉は、其処で冷凍室を

断黙する場合主要なる要件である。

H )  Al umi s eal - t he  i deal  v apor  seal  

仁アルミシール一理想的水蒸気の保証〉

金属でるる故にアルミシ ールは蒸気に対して不' s . 透

性でるる。倫英の上に蒸気防壁板の暖気側に起る処

の水の如何なる凝結も錆や有害なる腐蝕を起きない

アルミシ戸ルは長いき2i nch 巾になる故、 板は要求

の長さに切られ得る故継手が最小となる。之等の継

手ば Al umi seal l ead Sealed Vapor  Proof  Tape 

を使用して蒸気の通過に対して不法性に作られる。

そして芙のテ戸プは丈夫な永久的粘預性がらる。結

果として密閉した継手を持つ国体アルミ板の完全な

永久的な封筒となる。 Al umi seal  sheet s &  Al u 

mi seal  Lead- f aced Vopor- Proof  1' ape を使用す

る此の構造は湿気の蒸気の諺透性を O. 03gr  1  foot
2  



/ 24 hour 以下に減少せしむ。

此の程E額の良施工のE方壁に穆透し得る極〈少量の水

主主気は凝縮 して霞点である程僅かであり 、断然援の

内側には出来ない。斯様に極〈僅かの蒸気は冷室の

内部に故意に A lumi seal T a p巴 で封械されない内

部の アルミシ 戸ル板の継手を通って容易に遊過する

z} f が出来 るo そ して英処で コオイルの上にi髭錯 して

凍結しないで遂には欠 くなる。 G訳文以上〉

使 用 材 料

ＱＮ アルミニューム箔並 板 、 使用せるアルミニュ ーム ｾｩ 当主 主

アルミニュ ーム板，1: 東洋アルミニューム株式会社の製

品にして、巾 60cm以下長さ 3 0 Mの巻物になって居る

之は注文に依り巾を之以下の寸法に撲定出来る。夜度

は Harf- har d t emp er， 50f t  t emper， Har d t e mper 

の三種類になって居るが、折曲げは各れのものに して

も可能なる為、内部 ・外部共 hard te mpe r を使用せ

り。巻いたアルミユ ユ F ム箔並板を伸ばす主、そのま

まにても幾らかの歪が出て居るが、之を張 ると表面に

凹凸が出来るの ' 0、之がアニ戸ルが出来れば街完全に

美観を呈すると思う。

必要なる性質としては反射率・五t射率の大にして・耐

久性のある、強靭なものでるるべきであるがアルミシ

戸ル箔 ( L. T.  Hog a n &  CO.  I NC) のカタログに依

れば、: - - A lumi seal _断熱は細射熱の 9 5 %- 9 7 %

の反射をなし0. 3- 0. 5の波射を有ずる事を保証す。ー

であるが木工事仕様のアルミニューム箔は純度99. 5%

を保証したものでるった故、次のアメリカの突験結果

に依ってもアルミシ戸ルの在日き特殊合金Tきなく ても一

応成功出来るものと思う。

N at i onα 1  Bur e a u 01 S t α ndar ds  r epor t  

T  1  B- 59  F ebr uar Y  5  1 9 3 8， St at es  

“ Tes t  wa s  ma d e  o n  a  s a mpl e  01 Al u mi  

nu m  Foi l "  ( アルミユユームフオイルの試験休にな

された突験〉

金属表面の熟練反射能の表

鋼 鉄
アルミニウム;1 錫

ゑ 点 |反射 能 %

波 長 波 長 反 射 能

くミクロけ |反射能 t ミクロン) I  %  

0， 188 22 1. 06 73. 8  1. 06 54 

0. 200 27 1. 71 80. 8 1. 71 59. 3 

.  
0. 251 38 3. 06 I  88. 3  3. 06 68. 6 

0. 305 盛壬
3. 96 71. 7  

一

0. 460  55. 5  5. 24 I  93. 8  5. 24 76.  7  

0. 500  56 
6.  75 80. 3 

0. 540  56 8. 02 96. 9 8. 02 83. 2  

0. 580  57. 3  9. 38  97. 4 9，38 87.  

0. 620  57.  10. 49  96. 9  10. 49 87.  

0. 660 58  12. 03 97. 3  12. 03  86. 9  

此の笑験は太陽 ・雨 ・風 ・工業塵芥の条件に 2年聞きら

された。それは灰黒色の塵芥の土佐積物で夜われて居た。

反射は蹄やいたアルミ ユユ戸 ム7 オイルの9 7 %と比較 し

て9 2 %である恥: 知られた。放射は 3 %からS 矧こ準化

して 居た。 此の変化はアルミユ ー ムフオイルカ ｾ ｡ ｩｲ s pa 

c e  '"として使用せられた時断燃の価値に比較的小さい変

化しか認められない。

以上は平板であるが屋根王室材と しての盟主型ア ルミニュ ー

ム 〈古河電気製品〉は26番中i長を使用せり。 踏付に対し

て丈夫にして且経済的なものとせり。

2. アルミニュ ーム箔止め釘 釘に対 して必要事項は、

常 tこ緩みの来ない事が総体である。亦内部湿気に対し

て腐蝕せず壁画に錆跡を表わさない事である。アルミ

ニユ F ム箔継手箇所は気密でるって空気 ・湿気の流通

を防 ぐ事が線本的に必要であって、緩みよ来れば断熱

法はよ1'- ば成立 しなく なる。故に最初はスクリユ 戸釘に

とa思ったのでるるが、鉄製の他は鋲鈴製にて値段も高

〈、施工困難なる為、片山鉄工所製捻回釘を使用せり

Yl Pち材質はジユラノレミゾをアニ 戸ルして硬度を与え之

を捻回して作ったものにして、腐蝕に対 しても強〈 、

引抜強度も大なるものでるる。〈阪大構築科奥島教媛

に依るデ戸夕 戸に依り普通釘に対し約倍の引抜強度を

有する。〉屋根主主材止めとしてもジラルミ ν 釘を使用

した。之は緩みの点は前程厳絡なる事は必要なきも '

鉄車Tにては腐蝕 し易〈、台風時の被害大なく為之を改

良したものである。( 此釘は片山鉄工所特許品〉

3. アルミユユ 戸ム継手用耐湿テープ C.  T .  Hog a n社

製の テ戸フ二即ち鉛被覆耐湿テーフ・は永久的耐久力と

粘間企カ屯る様である。此の工事実施に当り之に相当

する程度の耐湿性 ( 0 ' 03gr /F P  /24H) 耐久性・粘芦

性を有するテ戸プを採す事が一番困難な惑でるった。

電気工事絶縁用に使用する三協電気製プユア ーラパ 戸

で巾2 c mの品を使用せるも 、粘着性に対 しての耐久力

は不闘である。市一応現在の結果として障害に至って

居ない。

4. 蛭 石 蛭石は普通品である。無差貨車積で送って

ｏｫＧＭｾ平」

F 一
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来たのでるるが途中濡れた為工事完成後冷房 した場合

結7. k . の状態となり之が流下せる陣容を生じた。斯る使

用方法の場合は乾燥伏態にして使用すべきである。而

し姪石使用はむしろアルミニューム箔 1 枚憎した方が

あらゆる商で得であるさZが判った。

5. コクリ戸ト ブロツグ 普通の程度のプロツ P にて

らまり良質のものでt主なかった。

各 部 鮮 国

屋根 アス 7 アノレトル戸 7 イゾグのJUi付は完全な密閉す

る必要あり 、之に依って在来の考えに依る雨漏りの

保護ではなくて湿気の穆透を防くづもである為継手の

ｊｨｾ 合 せには特に 厳重な る 注意を袈 す。亦二 重 ガラス

スチ 戸ルサッシユは上部ガラス商を掃除する必要ら

り強度 ・装置共準備する必要がらった。

壁 コY クリート プロ ック壁面に担当の凹凸あり此の

上にアルミニユ 戸ム 板を平商にJ治るにはJ羽当の困難

があった。亦最初の伎とプロック表閣との聞の空気

の流通を止める事は上下の対流を防止する為に必要

にして践に堀込みを附 して、モル F ル叉は渋喰にて .

! OC t 充せり。アルミニューム止釘は1釘にて 2 c mピッ

チにて漸 く目的を達 したが、 之はアルミ板のもちら

がるのを厳重に防止したのでるる。

床 大地は熱損失最大なる面積であり、湿度に対して

も同様でるるので図示の如〈厳重なる仕様と Lた。

結露の問題は屋根墜に於て起るが、密関空気の湿度は冷

却される事に依り露点に逮す。而し断黙計算の精確さに

依り屋根のみ水の流下を見たが壁休に於ては全々その欠

点 は な か っ た 。 ( 高 砂 熱力学計篤〉

C. T. Hogan Co. I NC 仕様書に依る室温に対するアル ミ

シ戸ル板の枚数は次の如きものでるる。

室温に対する各部アルミシール使用枚数

天 井 | 側 重 床

温度範囲

枚数||1係F熱T貫B/流THu/数Fl ai 枚J数I数熱F T貫B/流THU/係F  /  枚数数数F T貫B/流THU/係F  /  F 。

30
0
- 4 0

0  
3  0. 043 I  4  0. 075  4  0. 08 

20
0  

3  0. 059 5  0. 069 

。0_ 100
4  0. 032 I  6  0. 049 6  0. 06壬

-，10
0  

5  0. 0生 7  0. 057 

- 20
0  ;- 1  o. ＰｾＱ＠ 1--; 0. 032 8  0. 052 

〈葬者貫流係数= 伝熱係数〉

本工事に於ては天井 1枚壁 2 枚を使用せり。

断熱材との比較

1 . コルクとの比較

空気，. 単位に対するコルク相当厚

壁 天 井

温度 1 単位係 数ルグ厚

同 | 厚 間 同 当 コ

I 単 位 係 数 i'レク厚

OOF  I  %  

0. 23B. T.  

UH.R/F/FT。E/ 
1" 

0. 2711 1" 
1%" U. / F j FT。/ 3 "  

H R/  
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何参考として下の表を併記す 屋根荷重は在来に比

材 料 | 熱 伝 場 ]

して 約1/3倍とな り

工費は 1. 5倍となっ

て居る。市街童小な

る為梁・柱・基礎の

建築費は小となり、

1吋 隔におい 0. 026

1: 単簡問アルミ 箔 Kcsl /mh c  

1nt コノレク 0. 042 

グ 木 材 O. 12壬

グ 煉 瓦 0. 620  

11 コZノグ リト 1. 488 

アルミニユ戸ム箔の

値段をカバ戸ずるも

ので、亦湿度に関しては完全であり、之は在来のものに

は望み得ない点である事を特記 しなければならない利点

でーｾる。

2 荷主事項並エ事費

アルミニウム箔断熱 :1 国 体 断 熱

仕 様 Ik重g/量m E|l y単/価m 仕 様 i1k重g/量d ll z単/価m2  

波型 アルミ
厚 型

ス レ ー ト

アスフアル

下 地
ト ，1- ｾブ 3  85 

イγ グ 1 号

フエノレト

野 地 板 5  175 野 地 板

母 屋 10 175 木毛板 6分

板 貼 品 分 5  175 板 貼

桟 2 ， 35 母 屋

アルミニウ

ム 箔
野 縁

桟 2  35 板 員占

アルミニウ

.ム 箔

2  670 木 毛 板

板 貼

言十 34 '270500 音十

〈貼手間を合む足場は合ますっ

採 光

30 465 

10 

5  175 

20 200 

5  175 

一
10 175 

一
10 45 

一 -
5  175  

20 200 

5  175 

110 179500 

側窓は全部閉鎖 しコ: / ! 7リ F トプロッ クと し、 天井深

光のみとせり 、備不足光線に対 しては蛍光燈に依る照悶

をなす。( 建築規準法に依れば保光面積は床面積の1/10

を要するが天窓は側窓の 3f音の採光面積に計算出来得る

故充分である。最近アメリカ工場建築以於ても窓の無い

ものが多いが斯る特殊な考慮を払った工場に於ては此の

法規の適用は一応緩和されるべきと思われる。〉北向天

窓のみとせる理由は冷房に関して直射光線を避ける意味

にて光線の中には熱線が含有 されて居るからでるる。プ

リースソレイユは最近の合理的建築のー端なるも本建築



に於てはアメリカ式仰1憾なしの方法を録用せり。 之は ア

ルミニユ戸ム箔の j出方も 簡単となり継手少〈 、それだけ

完全な保協室となった。

結 論

f UJ . 湿度調或は工場に於ける重要なる問題' ( : ある。工場

に於て、商温度にして、湿度小さい事はC omf ort Zone 

外の状態であり、ｾ挨は飛 散 し、健康上最 悪の条件でる

る。 工場に於て斯る条件にて欠勤叉は死亡する率は大な

るものがあるが、此の条件を克服する。設備費は工員募

集叉は工場医療費の軽棋に依り消却なし得る惑を確心す

。アルミニエ 戸ム箔使用の断製法は此の問題に対し関快

なる解決を下すものとして錐奨に価するものだと考え る

室内の美観は価秀であ り、断綾勘泉大にして耐久力あ り

湿度に関 しては完全を望み得るからである。最後に工場

の人々のあらゆる面に対する御理解に対して深甚の感謝

を捧 ぐ。 ( 筆 者 消7U且大収支庖設計部〉

N板硝子株式会社舞鶴工場に就て

終戦後に於て工場建築ら しいも のが新築されだしたの

は昭和25年の上半期からであって、それも殆とが紋綬工

場が主であって尤も多少の例外はあるにはらるが。

小生の 勤ｾ しでい る設計事務所でも英の例に漏れず昨

年叉は 1 昨年中に設計 したものの工場建築中の主なもの

を 挙げ れば 紡績 工 場或は これと関 連ｾるパルフ・工場等が

8 0，%も占め莱の他の工場が20，%であるが紡績工場に就て

は他に執室恋される嫌にも開いて居ますので小生 岬J 績工

場以外の工場でしかも終戦後建設された工場℃は唯ーで

はないかと思われるi仮硝子工場で/J 生の関与 した範囲内

の事を記レj生に謀せられた 1 応の官を果す窃に致 した

いと思う。

N 板硝子の新設工場の企画されたのは24年の中頃で敷

地が舞鶴に正式に決定したのは同年 9 月頃でるったと思

われます。 英の頃初め て工場規模の大体の内元副あって

建築費の概算を出す殺にと指潟市社から話しがらり N

社の工務部の技術三者ーと当方の者とが居所を判然とせずに

極桜短に種々相談して大路の予算金額を出した事を今で

も恩出となって居る。

茶の時の条件と して鉄骨造の建家は出来る丈け不要古

建家を利用する様にとの話しでらったので内示された。

基本平函の寸法に合致する様な古建家をr m: にえがき乍ら

予算訟を作った幸いな事には昭和10年に会祉の四日市工

場新設の時幾分設計に関係して居たので工場の生産工程

建家の性質等も或る程度知って居たのでそれが非常に佼

に立ったと思う突際の建築の設討には当社のM 君が主是正

となって当ったのでるるが写真で御喧の様に非常に永い

工場の 1 棟を主 とした工場建築で建家の構造規漢 として

白

羽

河

Q

d

p

h

d

E

3

 

4

2

4

 

司

ω

凋

守

内

3

内

4

n
，

島

内

ζ

抽

出

低

局

北

倒

木

昭

氾

電

ク

v

h

ク

ト

K

ト

d

J

第

d

J

ク

E

ケ

K

塁

K

K

あ

k

w

-

R

q

d

・

h

i

の

の

ひ

昨

日

早

引

服

江

お

間

関

泥

7

抵

前

置

。

本

陽

東

日

出

品

限

京

古

大

東

名

'
'a

・

，

a

・
岡一羽

btよ 美

は何も技術的には特に目新 しいものが無いけれ共前にも

記 した慌に鉄骨建家をしかも屋根の形、線高潔; 間折行等

の逸ったものを要求された新計画に如何に合致させるか

が苦心した所であったと忠、 う。本工場に利用 した鉄骨建

家は金属工業の桜島工場にらった銀屋根 1棟と普通の同

常小屋浪の棟 1 綴及金属工業の大和川工場銀屋根模造船

三路工場の銭屋根造船四日市工場の1棟芙の 1[出合るって

梁間線高等全部違って居たものを詳細に突測 し新設計に

合 ら織改造叉は英のまま利用 したので新材を使って思う

様に設計するのと違って割合に時間も要 し叉それ丈け苦

心をしたのでるる。 それで第1期工事として海測に面 し

たプロックを見積り入札に附したのは25年 7 月であった

51続いて第2期工事と して主工場、社宅、第3工事と して

事務所、福利施設等を工事に着手 し英の殆とが銭高級の

施工する所 となり 鋭意工を急いで居るのl : : あるが夏日 本

特有の気候の影響と前記の様に建家の改造と云 うハゾデ

キャッ 7・等に依り思う 様に進捗せず本年 7 月全部地: 落成

す る予定 とな? て居る。

情工から務成迄満 2 年を要 した事になり最近に於ける

工楊建築と しての工期としては永い方である。

* : 誌の論修の目的からすすLば工場の平筒図、構造の詳

細等を記 して参考に資するのが良いと思うが工場の性質

上泌溜ずる事に致したいと思う 只哀日本の寒冷地帯の工

場にかかわらず屋根は亜鉛引鉄板護、壁は波形ス レ戸ト

張り何れも 1 霊で特に防寒に対する考隠は主工場には致

して縫いがこれは硝子工場は窯業であるので室内に相当

黙を波注文するので共の必要が無いからである。

〈筆者 日建設計工務業務課長〉

建 築 鶏 員

ユニヴアース写真工嚢社

森 庄 次 郎

大阪市南区笠屋町 4 番地

仁包周防町三休構角〉

電 話 南 ③ 2 4 0 呑
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野 議

五 百 歳 芳 朗 氏

問 僑 作 太 郎 氏

近 藤 保 氏

馬 場 善 雄 氏

山 本 利 雄 氏

赤 松 修 氏

岡 本 弘 氏

鷲 尾 九 郎 氏

菅 谷 三 郎 氏

高 橋 末 吉 氏

石 井 一 信 氏

山 本 潔 氏

〈各支部選出の評議員氏名は追て発表いた します〉

昭 和 '2:1 年 2 月 1 日

監事並びに評議員当選に関する件

昭和27年 1 月30日開会の通常総会に於て監事並びに評議員の選挙を執行いたしました結果下記の通 り夫 A 当選 され

ました。

( 技
氏

氏

氏

氏

氏

尾 亀 治 四 郎

小 林 清

竹 内 孝

松 久 保 敬 三

自E吉 田 安 三

〈五十音11扇〉

池 上 勝 郎 氏

栗 本 栄 ，一 氏

竹 内 佐 平 治 氏

星 広 文 氏

事

員

術〉

氏

氏

名

勝

正

利

丸

村

石

牧

氏

氏

伊 丹 久 吉

藤 阪 捨 治 郎

合〉く線

角 田 義 雄 氏

山 本 竜 太 郎 氏

池 田 静 氏

司

船

小

町

管

電

窓

f

L

f

‘
、

f

‘
、

氏糸 井 直 太 郎

協
社団法 人

会

午 餐 会 会員相互の懇視をふかめ莱他窓見交換をなす

ため有志の午霊会を{ 躍す事 とし 1 月14日於市内梅田新

道同和ヒソレ内 ユユ{ オ戸サ カその第 1 回を開催した当

日会する者芳、後修氏外54名竹腰会長' 2 : 1 年度建築界展望

など述べ開会挨拶後午餐を共に し歓談 したがデザ ート

に入るや下記数氏のテ 戸プルスピ 戸チ戸がらり賑かで

あった主なものを拾って見る と城口白吉宏は最近建築

家のゴルフ然が盛であるから協会からも カップを寄贈

される様静ｾ山本潔君は建材の向 上 発展に努めつつら

り支援方を、若木望太郎君は建築基準法殊に工場関係

などにつき民主的改善に本会が協力指導されん事を望

む。藤阪J合治郎君は今年の建築界の事共につき野中駒

市君は沖縄は素 よ り南方方面迄建築家多数の進出を望

む英他二三の意見開陳あり最後に会長はこの午霊会は

継続開催したい今後共多数出席待脱いでの和かな会で

ある後希望、 1 時半盛会裡に終了した、当日は雨天に

も不拘多数参加された事をお礼申上げます。

観 .flI J 会 会勢委員会恒例の 1 月観劇会は14日午後大阪

歌舞伎座で催された。当日の申込64名朝来の降雨も檎

静りて定刻 4 時会する者家族の方も多数京都、兵章、

奈良方面よりの会員も参加され70の座席忽ち満員とな

ったのは主催者として喜びにたえない次第でるった、

かくて芳海等一座の黙演する苦L菊物語り、菅原伝授手

習鑑、大和往来など歌舞伎情絡を十二分に満喫 9 時 半

終 幕 と同時に散会 した。当日松村委員長よ り菓子等寄

贈を受けた事を紙上を通じ厚 〈御礼申上げます。

築建本日

会 務

記念事業準備会 10日2 時於朝日竹腰会長、中野、青木、

斉藤、藤木、大和各理事並松久保監事等会合事業基礎

築協議。

建 材審査会 11 日3 時於朝日置塩委員長外 9 名サボ戸ト

朝日スレ ート 新規申出説明聴取、平安、ナ ニワ両瓦審

査決定 した。

評議員有志懇談会 12日1時於朝日技術部評議員有志10

余名出席' 2: 1年度役員問題につき懇談 した

会事事委員会 12 日4時朝日にて石井委員外 9 名 2 月以降

のm: 策協議 した。

定例理事会 14 日正午 ニユ戸オーサ カで午霊会前 ・開催

竹原会長外16名記念事業実行の件、定時総会開催、定

例午霊会開催の件等協議 した。

教育委員会 22 日3 時於朝日中沢委員長外 5 名出席次回

講習会の大項等協議。

編集餐員会 24 日3 時於朝日白石委員長外 5 名出席 日月

以降方針決定。

主 記 会 24日2 時於天神橋分室中野主記外 3 名出席記

念事業準備関西ペイジ ト共催講演会開催芙他協議。

京都支部役員会 29日盛時於支部事務所松井支部長外出

講習会終了聡識者表彰英他協議。

定時総会 30日2 時於大阪建設会館大林副会長外松久保

監事出席27年度監事並評議員選挙お年度決算報告承認

26年度牧支予算を決議した。

( 1 月分〉
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昭和廿七年二月十四自主 要 日 本 建 築 協 会

昭 和 世 五 年 度 決 算 報 告

昭和27年 1 月30日定時総会に於て議決 された昭荊125年度決算並に同26年度収支予算は下J己の通 りでる ります。

i阜市昭和26年度J波支予算案は昭和26年 3 月29 日評議員会に・て総決され，定款第35条に依り執行 中のもの で今日に伝っ

ております。
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廿 五 年 度 収 支 内 訳 表

{門戸Z:; :;1}

牧 入 之 部 支 出 之 部

予 算 額 日 正 入 額 | 現 | 予 算 額 [ 目 | 予 算 額 | 実 支 出 額

会費一号11. 700， 000.  0011，692，782.  20 11事 務I I l nn "f'¥" 川 |朝 日 ピ ル1 2肌 000. 001 226，203. 30 

一一一一ト一一一一一- 1一一一一一一一怖費| … ，… - … 一一 ｾ ｉ＠ .， nf' ¥ "'nn nnl  

会費13，080，0∞∞己三部 2川 00. 001日竺竺; 竺=1- 一一一一竺 竺 に 竺 竺. 00日どど。

地方会費い肌 ｯｯｯＮｯｯ ｬ ｾ 竺竺 会 議 ＴＵＮＰＰＰＮＰＰ 竺 竺日竺竺 己 ど竺
準 会 費I 60，000.  oo!  66，505.  00 ｉ ｉ ｾ＠ I  役 員会費I 25，0000. 0;. 25，070. 00 
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正 会 員 新 名 種 夫 君 逝 去

本会E 会員評議員元常務官庁名樋夫君昭和? : 7 年 1 月21 日

突如磁溢血のため急逝され先に痛惜の極みでーらります。

君は大正13年京都大学建築科を卒業後直ちに東京市に

大正15年大阪市に奉l儀15年間勤務されその間昭和 6 年 本

会に入会爾来屡々委員役員として本会の隆盛に寄与され

ましたが、 就中昭和15年同潤会に奉l般のため上京される

まで前後日ヶ年に豆り編集常務として鋭意会誌の向上に

尽された功績は蓋し大なるものがらります。

昭和20年再び関西に在住現に兵底支部選出の評議員並

びに支部幹$ と して尽力されつつあり 、最近芦屋市建築

際長の要職につかれるなど講和発効後の建築界に果叉本

会発援のために君に侯つもの多くありますとき俄かに永

別の悲みに迦うことは識に倍みても余りあるこ とでるり

ます。

編 集 後 記

華やかな商業建築の方がどうしても人自につき易い。

従って幸儲の繍濁企画としても勢いこの方が主になり勝

ちであ る。然しその華やかな商業を支えているのは云う

迄もなく工業生産でるる。そこで今月号は事丘竣工した.

わ が国の工場建築を中心に特集した。御執筆の方々は御

多忙中にも拘らず立派な原稿を御寄せ下さった為に予期

以上の雑誌が出来た。先月号の不出来をこれで幾分でも

取りもどせたのではないかと 思っている。来月号は民開

放送建築の特集 とする答で原稿は既に集まっている。

御 期 待 乞 う 。 ( 白 石 〉

去をに照肖と略歴を掲げて哀悼の殺を跨げ遥かに御冥穏

をお祈りいたします。

1. 君は明治32年 6 月21日徳島市に生る

1. 大正13年 3 月京都大学工学部建築学科卒業

1. 同年 4 月東京市技手営絡採勤務

1. 即 時 6 月東京市技師臨時建築局拶瀦

1. 同年11月大阪市技師営終課! i i 1 厳

1. 昭和14年 1 月大阪市教育部建設課長

l  同15年 7 月財団法人間潤会技師技術課長

1. 向16年 5 月住宅営団技師東京支所工務課長

1. 同18年 4 月住宅蛍団横浜支所建設部長

1  同20年11月和国組副組長

1  同21年10月同和建設工業株式会社常務取締役

1. 同22年 8 月兵庫県建物保全株式会社副社長

1  同23年日月日章建設株式会社社長

1. 同24年 2 月建築事務所開設

1. 同26年12月芦屋市建築課長

1. 同27年 1 月21 日逝去

因に告別式は 1 月26 日午後 1 時から太融寺に於て挙行

参列者無慮千余名をr . c し非常の盛儀で今夏ながら故人の

徳 が偲ばれた。

本会よりは東川副会長はじめ各役員、会員多数参列、

耳訪問副会長弔詞を朗読参列者一向に深い感銘を与えた。

建 築 と 社 会

第 3 3 輯 第 3 号

売価 1 都80円〈送料共〉

昭和 27年 2 月25 日印 lliij ・昭和' 27年 3 月 1 日溌行

編集発行人 戸 jll ヲム

発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

大阪市北区中ノ烏3 ノ310羽田ピル

電 話 北 浜 @1 3 3 4 - 9 呑

援 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 1J!:

大 阪 市 北 区 堂 山 田J 6  6  

印 刷 者 網 野 栄

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6  

印 刷 所 株式会社研文社包括拠鱒酔鴎番

3t 
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